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は し 力頂 き

八尾市の位置する河内平野は、古来より幾度となく旧大和川の氾濫を受け

ながら、その自然環境のもと、豊かな土壌に育まれてきた地域であります。

この平野部には古来より先人達が生活するうえで築いてきた貴重な文化遺産

が数多く埋蔵されております。また同市の東部に連なる信貴生駒山系の西麓

部にも平野部と同様、数多くの文化遺産が埋蔵されています。

近年八尾市では、大小様々な分野での都市開発事業が進められるようにな

り、21世紀に向け近代都市へと大きく変貌しようとしております。しかし、

こうした都市開発は便利さや豊かさを与えてくれる反面、先人達の数々の足

跡である文化遺産を破壊する危険な面を持っています。確かに一部の遺跡で

は整備され保存・保護されているとはいえ、そのほとんどは痕跡を止めず消

滅していきます。そこで、私共では「開発の波」に呑まれ、失われていく貴

重な文化遺産を後世の人々へ伝承することが責務であると認識し、破壊され

る遺跡については発掘調査を実施して記録保存に努めております。

今回、昭和61年度に実施しました八尾南遺跡 (第 7次 )、 平成元年度に実

施しました東郷遺跡 (第33次 )、 平成 2年度に実施しました久宝寺遺跡 (第

4次 )、 小阪合遺跡 (第 19次)、 東郷遺跡 (第35次 )、 平成 3年度に実施しま

した小阪合遺跡 (第20次)の調査・整理が完了しましたので報告書を刊行す

る運びとなりました。本書が学術研究及び本市の地域史の資料として、さら

に文化財保護への啓発普及に活用して頂ければ幸いであります。

末筆となりましたが、調査においてご協力いただきました関係各位の皆様

方に深くお礼申し上げますとともに、今後ともよリー層のご理解、ご支援を

賜りますようお願いいたします。

平成 6年 3月

財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 福 島   孝



序

1.本書は財団法人八尾市文化財調査研究会が昭和61年度・平成元年度 。平成 2年度 。平成 3

年度に実施した発掘調査成果報告を収録したもので、内業整理及び本書作成業務は各現場

終了後に着手し、平成 5年度をもって終了した。

1.本書に収録した報告は、下記のとおりである。

1.本書掲載の地図は、大阪府八尾市市役所発行の2,500分 の 1(昭和57年 11月 1日 )・ 八尾市

教育委員会発行の『八尾市埋蔵文化財分布図』(平成 3年 4月 1日改訂)を もとに作成 し

た。

1.本書で用いた高さの基準は東京湾の平均海水面である。

1.本書で用いた方位は磁北及び国土座標の真北を示している。

1.遺構は下記の略号で表した。

竪穴住居―SI 掘立柱建物―SB 溝―SD 井戸―SE 土坑―SK 小穴一SP

土器集積―SW 落込み一SO 自然河川一NR

l.遺物実測図は、断面の表示によって次のように分類した。

弥生土器・土師器・瓦器・埴輪・石類―白、須恵器・陶磁器―黒、木製品一斜線。

1,各調査に際して発掘調査、写真 。実測図の他にカラースライドも多数作成している。市民

の方々が、広く利用されることを希望する。

次
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久宝寺遺跡第 4次調査 (K H90-4)



例

1.本書は、八尾市亀井及び渋川で行った」R久宝寺駅駅舎改築工事に伴う発掘調査の報告書

である。

1.本調査は、八尾市教育委員会の指示書 (八教社文第91号 平成元年 9月 28日 )に基づき、

財団法人八尾市文化財調査研究会が、日本国有鉄道清算事業国近畿支社から委託をうけて

実施したものである。

1.本調査は、当調査研究会が久宝寺遺跡内で実施した第 4次調査である。

1.現地調査は、当調査研究会 坪田真―を担当者として、平成 2年 4月 2日 に着手し、同年

6月 12日 に終了した。調査面積は87.1∬である。

1.現地調査には、岡田聖一・坂下 学 。濱田千年 。若竹慶弘の参加を得た。

1.内業整理には上記の他、岩本順子・田島和恵・都築聡子・山内千恵子の参加を得た。

1.本書の執筆 。写真撮影及び編集は坪田が行い、遺物観察表を田島・山内が作成した。
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I 久宝寺遺跡第 4次調査

圭早 調査に至る経過

久宝寺遺跡は八尾市の西端に位置し、現在の行政区画では、北久宝寺 。久宝寺・西久宝寺・

南久宝寺・神武町 。亀井 。北亀井町 。渋川町がその範囲となっており、さらに西側の大阪市・

北側の東大阪市に広がっている。

遺跡発見の契機は、昭和10年に行われた道路工事の際に、弥生土器・土師器・丸木船の残片

が出上したことにさかのぼる。その後、昭和48年以降、(財)大阪文化財センターによる近畿

自動車道関連の調査 (以下、近畿道調査)を はじめ、(財)東大阪市文化財協会・八尾市教育

委員会 。当調査研究会により数次の発掘調査が実施されており、当遺跡は 2 km四方にもおよぶ

縄文時代後期～近世にわたる複合遺跡であることが確認されている。

このような情勢下、日本国有鉄道清算事業団近畿支社より、八尾市亀井及び渋川の鉄道敷地

内において、 」R久宝寺駅の駅舎改築工事を行う旨の届出書が八尾市教育委員会文化財室に提

出された。これを受けた同文化財室では、当該地が周知の遺跡範囲内にあることから、昭和63

年 8月 。11～ 12月 、工事予定地内に 5m× 5mの グリッドを 7箇所設定し、試掘調査を行った。
註

その結果同文化財室では発掘調査が必要であると判断し、事業者にその旨を通知した。そして、

工事により遺構の破壊が予想される部分を対象に、発掘調査を実施することが両者で合意され

た。発掘調査にあたっては、事業者 。同文化財室 。当調査研究会の三者協定により、当調査研

究会が主体となって実施することとなった。

第 2章 周辺の地理的・歴史的環境

久宝寺遺跡の位置は、地理的には旧大和川の主流である長瀬川の左岸にあたり、同地形上で

南側に跡部遺跡・亀井遺跡・太子堂遺跡が存在する。なお西側の大阪市域では加美遺跡として

調査が行われているが、両遺跡は同一の遺跡として捉えられている。

当遺跡の西部から北部については、昭和55年～60年に実施された近畿道調査や、 (財 )

市文化財協会による加美遺跡の調査等により、遺跡の様相は解明されつつあるといえる。

ではまず近畿道調査の成果について簡単に述べる。

生活の痕跡が確認されるのは縄文時代後期からであり、後期 。晩期の河川・遺物包含層があ

げられ、河川では足跡が検出されている。弥生時代では溝・ ピット等の集落遺構の他、 しがら

み 。杭列を施した河川がある。中期では方形周溝墓も検出されている。後期には大規模な河川

第
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こ

大
　
こ
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表 1 久宝寺遺跡内当調査研究会発掘調査一覧表 (平成 3年度まで)

第 1図 久宝寺遺跡調査地位置図 (S=1/15000)

第○次調査 調 査 地 調 査 期 間

① 第 1次 北亀井町 3丁 目 1 昭和60年 4月 2日 ～6月 25日

② 第 2次 久宝寺 6丁目226 昭和63年 2月 16日 ～ 2月 29日

③ 第 3次 久宝寺 4丁目74 昭和63年 12月 5日 ～12月 28口

④ 第 4次 亀井町及び渋川町 平成 2年 4月 2日 ～6月 12日

⑤ 第 5次 北亀井町 2丁目地内 平成 2年 4月 15日 ～4月 22口

⑥ 第 6次 神武町17・ 20～27番地 平成 2年 9月 3日 ～10月 12日

⑦ 第 7次 渋川町 5丁目33番地 平成 2年 12月 17日 ～12月 21日

③ 第 8次 久宝寺 2-2-33 平成 3年 6月 20口～ 7月 27日

③ 第 9次 北亀井 3丁目1番72 平成 3年 8月 1日～12月 3日

⑩ 第10次 北亀井町 2・ 3丁目地内 平成 3年 10月 2日 ～10月 22日

① 第11次 渋川町 6丁目34・ 35番地 平成 3年 10月 7日 ～10月 19口

⑫ 第12次 北久宝寺 3丁目地内 平成 3年 11月 29日 ～10月 19日

④ 第13次 神武町 2番35号 平成 3年 12月 16日 ～ 4年 1月 23日

-2-



I 久宝寺遺跡第4次調査

堆積が確認されている。古墳時代前期では数か所の集落域と墓域が確認されている。また注目

される遺物として準構造船の一部が出土している。中期では韓式系土器を多量に出土した集落

が確認され、渡来系氏族あるいはそれに関連する集団の居住地と推定されている。飛鳥・奈良

～平安時代では、ほば全域にわたって掘立柱建物群・井戸等の集落遺構、水田が検出されてい

る。これらは現在の条里地割に一致するものである。中世以降は耕作地となっている。

これらの多大な調査成果に対して、遺跡の中央部や東部、また今回の調査地にあたる南部地

域については、小規模な発掘調査が数件行われているにすぎず、遺構の広がり等を把握するま

でには至っていない。次に、この地域で当調査研究会が行った調査の成果について述べる。

弥生時代では中期の遺物包含層が⑥で確認されており、遺存状況の良好な土器が出上してい

る。付近に当時の集落が存在するのは確実であろう。後期では③で溝・土坑等の集落遺構が検

出されている。古墳時代では前期の集落遺構が⑥ o③で、また墓域では方形周溝墓が③で、前

方後方墳が③で検出されている。この時期の遺構は、西部や北部の調査では数面の遺構面が確

認され、また遺物面でも多大な調査成果が得られている。これに比 して南部や東部では遺構・

遺物ともに非常に希薄なものであるといえる。中期から後期・終末期の集落遺構としては、南

部の①で土坑・溝等が検出されているのみであり、南東部の⑦では後期の遺物包含層が確認さ

れている。中央部付近ではこの時期の遺構・遺物は確認されておらず、また西部でも遺構 。遺

物は減少しており、前期とは逆の様相が指摘できる。南部から東部では中期頃から土地が安定

してゆき、居住域となっていったのであろう。奈良時代では② o⑥・⑦で遺物包含層が確認さ

れている。平安時代では③で水田、①で耕作溝が、⑥で遺物包含層が確認されている。

ヽ

調査地位置図第 2図

-8-
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第 3 圭早 査概要

第 1節 調査方法

今回の調査は建物基礎部分の調査であり、調査区は3か所に分かれており、東西方向に約 3

m間隔で並んでいる。地区名は西から1～ 3区とし、調査面積は1区 -33.8だ 。2区 -29.8ar・

3区 -23.5ポ で、計871だである。

掘削に際しては、現地表下約1.Omま でを機械掘削とし、以下の約5.Omを層理にしたがって

人力掘削により調査を進めた。なお調査は 1～ 3区を並行して行った。

平面図の基準については、調査区の南側に東西方向の任意の基準ラインを設けることとし、

まず基準杭 (杭 A・ B)を打設した。そして杭Aか ら東に20mと 、さらに10m間隔で杭 (杭 1

～ 3)を打設し、各調査区の基準杭とした。なお将来の周辺での調査との関係を考慮して、杭

A・ Bに は国土座標Ⅵ系の座標値を設け、この基準ラインが使用できるようにした。

遺構名は下記のように、略号十四桁の数字に統一した。また複数区にまたがる遺構について

は、最西の地区名を冠した。

SDl101

3区

呻 m GttI民耗

“

9)

第 3図 調査区設定図 (S=1/250)

杭Ac三二
1:;|::|::;:) 杭 B(|:三

二

1:|:|::::::)

番 号

遺構面

地 区

」 杭 B

∈三二夙蹴子)
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I 久宝寺遺跡第 4次調査

第 2節 基本層序

各調査区の北壁を基本層序とした。詳細な断面図は第 4図に掲載したが、ここでは主に各遺

構面間の上層を、土質を中心として基本層序とした。

第 1層―盛土。主に機械掘削により除去した部分である。地表面の標高は約9,3mを測る。 1

区から2区には下部に旧耕土が遺存していたが、 3区ではみられなかった。

第 2層 ―黄褐灰色系粘質土～砂質土。東部の 3区では砂質土となっている。古墳時代後期～近

世の遺物を含んでいる。この上面が第 1次面であり、標高は82m～84mを測る。

第 3層 ―灰褐色系砂混じり粘質土～砂質土。第 2層 と同様、東部ほど砂質になっており、また

層厚が増している。古墳時代後期～中世の遺物を含んでいる。この上面が第 2次面で、標高

は7.7m～8.Omを測る。

第 4層 ―灰薫褐色系砂混じり粘質土。 1区から2区西部にみられ、古墳時代後期～平安時代の

遺物を含んでいる。

第 5層 ―灰黄色系粘質シルト。 2聾東部から3区にみられた。第 4層・第 5層の上面が第 3次

面であり、標高は7.5m～7.7mを測る。

第 6層―黄灰褐色系粘質シルト～粘土。 1区北部でのみ見られた。固くしまっており整地層と

も考えられる。この上面が第 4次面であり、標高は約7.3mを測る。

第 7層―青灰色～暗灰色系の粘土～微砂。東部ほどシルト質・砂質となる。古墳時代中期の遺

物を含んでいる。

第 8層 ―黄褐色系粗砂。弥生時代後期から古墳時代前期頃の遺物を少量含んでいる。第 7層・

第 8層 は、 N R 1501の 堆積土層で、河床面を第 5次面とした。標高は5。 9m～6.8mを測る。

第 9層―暗灰青色系粘土。植物遺体を多く含んでいる。東部では上層部分が灰色系微砂との互

層状を呈している。遺物は検出されなかった。

第10層 ―灰青色～灰黄色系の荒砂～細砂。西部ほど砂粒は荒くなっている。遺物は検出されな

かった。N R1501の 下層部分とも考えられる。

第11層 ―暗灰青色～暗褐色系粘土。東部ほど褐色系となっている。

第12層 ―暗青灰色系粘質シルト。 2区では暗灰色系の砂との互層状を呈する。この上面が第 6

次面であり、標高4.8m～5,lmを測る。

第13層 ―暗褐色～灰青色系のシルト～粘上の互層。植物遺体を多く含んでいる。弥生時代中期

頃までの遺物を含んでいる。第12・ 13層がN R 1701の 堆積土層で、河床面を第 7次面とした

標高は3,6m～4,9mを測る。

第14層 ―暗灰黄色系荒砂。 N R 1801の 堆積土で、河床面の標高は約3.4mを測る。摩滅した縄

文土器片を含んでいる。
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9m一

①

一
　

②
③

④

ｍ

物物篠堡皇籍質シル離彗算櫂ンルト～シルト
○=第○次面

のの終皇至粘質シル離

'1砂
匠正三コ
粘質土・砂質土

第 4図 調査区北壁土層断面図 (S=縦 1/40、 横 1/160)
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I 久宝寺遺跡第 4次調査

第15層 ―暗緑灰色系の粘土・粘質シルトの互層。植物遺体を含んでいる。以下からは遺物は検

出されなかった。

第16層 ―灰緑色系細砂。固く締まっている。

第 3節 検出遺構と出土遺物

調査により、河川の床面を含め 8面の遺構面 (第 1～ 8次面)を確認した。

(第 1次面〉

1区で溝 6条 (S Dl101～ 1106)、 2区で溝 6条 (S D2101～ 2106)、 3区で落ち込み 1基

(S03101)を検出した。

・ S Dl101～ 1106

1区北部で検出した南北方向に平行する溝群で、方位は北から東に約27度振っている。南部

は削平されていると考えられる。断面皿状を呈し、埋土は暗灰黄色砂質土で、近世までの遺物

を含んでいる。近世の鋤溝と考えられる。法量等は表 1に まとめた。

S D1 1101

検出長

幅

深 さ

間 隔

第 1次面溝 (S Dl101～ 1106)法量表

・ S D2101～2106

南北方向に平行して伸びる溝群で、西部のS D2101～ 2104は 1区の溝群と一連のものと考え

られ、埋土は同様である。法量等は表 2にまとめた。

S D1 2101

検出長

幅

深 さ
間 隔 145

第 1次面溝 (S D2101～ 2106)法量表

e S 03101

3区の南半部を占め、北から南に落ち込んでいる。平面形は不明であるが、検出部分の掘形

ラインは東西方向の直線的なものである。規模は南北3.3m以上、東西3.lm以上、深さ約05m

を測る。埋土は上から黄褐色砂質土・灰色砂質土・灰褐色砂質土である。中世から近世頃の遺

物が出土している。

0.8

22

5

2.1

28

3

23

87

3

23

47

3

28

220

3

21

57

5

28

表 2 1区

1.5

16

5

5

表 3 2区

2.1

47

3

2_3 (m)

25  (cm)

3  (clll)

(cm)

27

3

(m)

(ca)

(cm)

(cm)
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SD2101～ 2104
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第 5図 第 1～ 4次面遺構図 (S=1/200)
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０
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I 久宝寺遺跡第 4次調査

く、＼＼
受

NR1501

NR1501

SD2601

SD2601

NR1701

0                        1om

第 6図 第 5～ 7次面遺構図 (S=1/200)

(第 2次面〉

1区で土坑 1基 (S K1201)・ 溝 1条 (S D1201)、 2区で溝 1条 (S D2201)、 3区で溝 1

条 (S D3201)を 検出した。

・ S K1201

1区北西角に位置し、調査区外に続くため平面形は不明である。規模は東西2.6m以上、南

北1.Om以上、深さ約10cmを 測る。埋土は灰黄色細砂混じり粘質土で、出土遺物は細片のみで

時期の特定できるものは無い。
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・ S D1201

S K1201の 南側で検出した東西方向の溝で、東端で南方にほぼ直角に屈曲している。規模は

幅26cm～ 55cm・ 深さ約10cmを 測り、埋土は灰褐色粗砂混じり砂質土である。中世頃まで
の遺物

を含んでいる。

・ S D 2201

南北方向に直線的に伸びる溝で、検出長約2.8mで、方向は北から東に約26度振 っている。

幅約60cm・ 深さ約10cmを 測り、埋土はS D1201と 同様である。遺物は出土していな
い。

・ S D3201

東西方向に直線的に伸びる溝で、検出長約2.5m・ 幅約45cm・ 深さ約 8 cmを 測り、埋土は
S

D1201と 同様である。遺物は出土していない。

S D1201・ 2201・ 3201は、その方向や埋上の状況から関連性が認められる。

(第 3次面〉

1区で土坑 2基 (S K 1301 0 1302)・ 溝 5条 (S D 1301～ 1305)・ ピット10個 (S P1301～

1310)、 2区で溝 4条 (S D2301～2304)・ ピット4個 (S P 2301～ 2304)、 3区で溝 3条 (S

D3301～ 3303)・ ピット8個 (S P 3301～ 3308)を 検出した。

・ S K1301

1区北西角に位置し、調査区外に続くため平面形は不明であるが、検出部分の形状は方形の

角部にあたる。規模は東西0,45m以上、南北1.3

m以上、深さ約 5 cmを測るが、調査区北壁部分で

は深さ約25cmと 深くなっている。埋土は上層が黄

灰色細砂混じり粘質土、下層が灰黄色粘質土であ

る。出土遺物は細片のみで時期の特定できるもの

は無い。

・ S K1302

平面不整形で、規模は東西0.6m、 南北0.6m以

上、深さ約 5 cmを測り、埋土は黄灰色細砂混じり

粘質上である。遺物は出上していない。

・ S D1301～ 1305

S D1301～ 1304は南】ヒ方向に平行して直線的に

伸びる溝で、いずれも断面逆台形を呈する。SD

1305は北西―南東方向に伸びる弧状を呈し、SD

1301・ 1302と合流している。西端はS K1301によつ

0                   10Cm

第 7図  1区第 3層出土遺物 (S=1/4)
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I 久宝寺遺跡第4次調査

て切られている。 S D 1301～ 1304か ら古墳時代後期～平安時代頃に比定される土器片が出土し

ている。法量等は表 4に まとめている。

S D1 1301

検出長

幅

深 さ
間 隔
埋 土

※①淡黄褐色細砂混じり粘質土 ②灰黄褐色細砂混じり粘質土
表 4 1区第 3次面薄 (S D 1301～ 1305) 法量表

23
20-25

5～ 9

①

19
18-36

4～ 7

②

34
39-55

5～ 10

②

52
34-51

4～ 9

②

28  (m)
24～44 (cm)
4～ 7 (cm)

(cn)

②   ※

SP1301

SK1302

Ｄ

　

　

Ｄ

SP1310

第 8図  1区第 3次面平面図 (S=1/50)

・ S P1301～ 1310

これらのピットからは規則性は見いだせない。またいずれも深さ約 5 cm程度の浅いもので、
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建物を構成する柱穴とは考え難い。 S P1304～ 1308は、S D1303・ 1304の縁辺に位置し、これ

らの溝との何らかの関連が考えられる。法量等は表 5に まとめた。

長辺×短辺×深さ (cm)

S P 1301

S P 1302

S P 1303

S P 1304

S P 1305

S P 1306

S P 1307

S P 1308

S P 1309

S P 1310

S D 1301

S D 1302

S D 1303

S D 1304

円  形
不整円形

楕 円 形

楕 円 形

円  形
円  形
円  形
円  形
精 円 形

楕 円 形

表 5 1区

・ S D 2301～2304

S D2301と 2302は平行する南】ヒ方向の溝で、間隔は約2.4mを測る。 S D 2304は これ らと直

角方向の溝である。 S D2303は前者と同一方向の溝であるが幅が広 く、 S D 2302は 当溝が埋没

18× 16× 5

37× 27× 5

32× 26× 5

20× 14× 6

21× 17× 9

30× 23× 5

27× 24× 5

34× 30× 4

38× 19× 4

37× 27× 6

第 3次面ピット (S P1301～ 1310)法量表

3～ 9

8～ 5

10～ 18

3～ 5

第 3次面溝 (S D 2301～ 2304)法量表

灰黄褐色細砂混じり粘質土

暗灰黄色微砂混じり粘質土

灰黄褐色細砂混じり粘質土

灰褐色細砂混じり粘質土

灰褐色細砂混じり粘質土

淡灰黄褐色粘質シルト

灰色粘質土

24～ 30

27～ 37

270～ 325

20～ 73

表 6 2区

５

々
‐０

｀
＼
モ====」 ___二貿P竹

2

、 8   P                    ,                   Z‖

第 9図  2・ 3区 第 3次面遺構出土遺物 (S=1/4)

ヾ 悉
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した後に上面に掘られている。 SD

2303か ら飛鳥～奈良時代に比定され

る杯蓋 (11)ん 出ゞ土 している。 SD

2304は東部で北側に広がり、幅が広

くなっている。法量等は表 6に まと

めた。

・ S P2301

平面形はほぼ長方形で、西部はS

D2303に よって削平されている。規

模は1.06m× 0.68m・ 深さ55 cmを測

る。掘方は垂直に近いもので、底部

は平坦である。内側面・底面が固く

締まっており、叩き締められている

可能性がある。中央やや南寄りで、

平面33cm× 26cmの楕円形で深さ20cm

を測る柱根部が確認された。掘立柱

建物を構成する柱穴と考えられる。

遺物は柱根部か ら黒色土器椀

(10)、 掘方内上層からは完形のいわ

ゆる「て」の字口縁の土師質皿 (6)

他が出上 している。時期は平安時代

中頃以降と考えられる。

C S P2302～ 2304

S P2304が 深さ30cmを測り、 SP

2301と 連続して掘立柱建物を構成す

る可能性がある。両者を結ぶライン

の方位は北から西に約39度振っており、

めた。

平面形状

不整円形

円  形
不整円形

表 7 2区

I 久宝寺遺跡第 4次調査

0              2m

第10図  2区第 3次面平面図 (S三 1/50)

両者間の距離は約1.6mである。法量等は表 7に

長辺×短辺×深さ (cm)

ま と

32× 25× 10
17× 15×  3
48× 45× 30

第 3次面 ピット (S P2302～ 2304)

灰色粘質シル ト

灰色粘質土

灰黄色粘質土・灰黄色微砂混じり粘土

法量表

!i怒罐 銹 基  |
4 暗灰色細砂混じり粘質土
5 暗灰色細砂混じり粘質土

:踵 顧 靴 J

Ｂ

一
ＳＰ２３０４ёＢ一

肛傭′ＳＰ２３０‐　　　ＳＰ２３０３
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SD3302

SD3301

A     A    B     B    C      C
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＼
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子灰細 77

!i簿撮屠魯轟霰亀と,粘質土 ::婚震昌露忌者と与粘質土 i:昌得鼻曽詈圭

第11図  3区第 3次面平面図 (S=1/50)

・ S D3301～ 3303

8区北半部で検出した平行する東西方向の溝である。 S D 3303は掘形のラインに凹凸がみら

れる。 S D 3302と 3303か ら古墳時代後期から平安時代頃の上器の細片が出土している。法量等

は表 8にまとめた。

S D3301

S D3302

S D3303

S P 3301

S P 3302

S P 3303

25～ 40

19～ 29

31～ 64

3～ 5

3～ 6

5～ 8

灰黄色粘質土

灰褐色細粘質土

表8 3区 第3次面溝 (S D3301～ 3303)法量表
。S P3301～3303

平面形はほぼ方形を呈し、掘立柱建物の柱穴と考えられる。 S P 3301と 3302が連続すると考

えられ、両者を結ぶラインの方位は北から東に約50度振っており、両者間の距離は約2.Omを

測る。いずれのピットからも古墳時代後期から奈良時代頃の上器 (13)が出土している。法量

長辺×短辺×深さ (cm) 柱根部の長辺×短辺×深さ (cm)

75× 69× 24

68× 65以上×28

71× 70× 28

68× 48× 24

26× 24× 13

37× 28× 22

表 9 3区 第 3次面ピット (S P3301～ 3303)法 量表
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I 久宝寺遺跡第4次調査

等は表 9に まとめた。

・ S P 3304～3308

S P 3307が、 S P3303と 連続 して掘立柱建物を構成する可能性がある。両者を結ぶラインの

方位は北から西に約39度振っており、これは 2区のS P2301と S P2304を 結ぶラインと平行 し

ている。両者間の距離は約1.8mである。 S P 3304と 3308か ら奈良時代頃の土器の細片 (12)

が出土している。法量等は表10に まとめた。

長辺×短辺×深さ (cm)

S P 3304

S P 3305

S P3306

S P3307

S P 3308

不 定 形      33× 22× 5
円  形         23× 20× 5
円  形       37× 34× 6
円  形      21× 19× 5

楕 円 形      75× 32× 4

表10 3区 第 3次面ピット (S P3304～ 3308)

灰褐色粘質土

灰褐色粘質土・暗灰褐色粘質土

法量表

〈第 4次面〉

1区で溝 1条 (S D 1401)・ ピット2個 (S P1401・ 1402)を検出した。

・ S D1401

北西―南東方向の直線的な溝で、方位は北から西に約39度振っている。規模は検出長6.Om・

幅約1.5m。 深さ15～ 30cmを測り、断面皿状で、埋土は上層が灰褐色微砂混 じリシル ト、下層

が褐灰色微砂混 じり粘質シル トである。古墳時代後期末から終末期に比定される遺物 (14～39)

が出土 している。このうち (15・ 19・ 21・ 29～31)が上層出上である。

・ S P1401

平面形は楕円形を呈 し、規模は40× 24cm・ 深さ約10cmを測り、埋土は上層が灰色微砂混 じり

粘上、下層が灰色微砂～シル トである。

・ S P1402

平面形は不整円形を呈 し、規模は29× 24cm。 深さ約16cmを測り、埋土は上から灰褐色粘質土・

灰色粘質土・灰褐色粘質シル トである。

S P 1401と 1402は 、S D 1401埋没後に掘 られている。

(第 5次面〉

河川 1条 (N R 1501)を 検出し、河床面を遺構面とした。

・ N R 1501

1区から3区までの調査区全域にわたる自然河川であり、第 9層の暗灰青色系粘上の上面を

河床面とした。河床面の標高は約6.Omを測る。検出長約24mを測るが、調査区内で肩は検出

しえなかったため幅・深さ等は不明である。堆積土は上層が層厚40～50mを測る青灰色～暗灰

―-15-―
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|>

1.灰褐色微砂混じリンルト
2 褐灰色微砂混じり粘質シル ト

〇
14

色系粘土～微砂、下層が層厚約60cnを 測る

黄褐色系粗砂である。上層は東部の 3区ほ

ど砂質となっている。 2区の南西部が流心

部となる可能性があり、河床面の凸凹の状

況や堆積土の状況からは北西一南東の流路

方向が窺える。

遺物は、上層部からは古墳時代中期に比

定される須恵器 (40～42)等が、下層部か

らは弥生時代後期から古墳時代前期の土器

(43～ 47)の他流木が出上している。

〈第 6次面〉

1区で土坑 1基 (S K1601)・ ピット1

個 (S P1601)、 2区で溝 1条 (S D2601)

・落ち込み 1基 (S02601)を 検出した。

・ S K1601

北部は調査区外に至り、平面形・規模は

不明である。検出部分の平面形は不定形で、

規模は1.5m× 0.8m・ 深さ約10cmを 測 り、

埋土は暗灰色粗砂混じリシルトである。時

期不明の上器片が出上している。

・ S P1601

平面形は20× 17cmの 楕円形を呈し、深さ

は10cmを測り、埋土は暗褐色細砂混 じり粘

上である。

・ S D2601

2区西端で検出した南北方向の溝である。

検出長約19m・ 幅約1.Om・ 深さ10～ 20cm

を測り、埋土は上から灰黄色粘質シル ト粒

を含む暗灰褐色粘質シルト・暗褐色微砂混

じり粘質シル ト・灰青色シルト～微砂であ

る。最上層は第 6次面を覆う第11層が落ち

込んだと考えられる層で、ここから縄文土

か⑤
p翻 ,7

32

＞

、

⇔

も朕
2召

郷彩
ν

３
　
　
ん
Ч
レ　
　
　
　
　
　
‐
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ヾ

粋
轍
め
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第12図  1区第 4次面 S D 1401
遺物出土状況図 (S=1/30)
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I 久宝寺遺跡第 4次調査
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ェf正三二十一―ラ

第13図  1区第4次面S D1401出 土遺物① (S=1/4)

器と考えられる摩滅した土器片が出土している。

・ S02601

2区の東部から西に落ちる浅い落ち込みで、西端はS D 2601に削平されている。検出部の掘

形ラインは南北方向の弧状を呈 している。規模は東西36m以上×南北2.Om以上・ 深さ約15cm

を測り、埋土は上層が黒灰色粘土、下層が暗灰色微砂混じり粘土である。

(第 7次面〉

河川 1条 (N R 1701)を検出し、河床面を遺構面とした。

・ N R1701

1区から3区までの調査区全域にわたる自然河川であり、第14層の暗灰黄色系荒砂の上面を

河床面とした。河床面の標高は約3.6m～4,9mを測る。堆積土は上層が層厚約50cmを 測る暗青

灰色系粘質シル ト、下層が層厚約50cmを測る暗褐色～灰青色系のシルト～粘土の互層で、下層

は植物遺体を多 く含んでいる。河床面は凹凸が著しく、 2区の中央付近が最も高く、西になだ

―-17-―
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第14図  1区第 4次面S D1401出 土遺物② (S=1/4・ 1/6)
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1 久宝寺遺跡第 4次調査

I 1  45

―

―

仇 m

第15図  N R1501出土遺物 (S=1/4)

らかに、東に急激に落ち込んでいる。遺物は、弥生時代中期以前と考えられる摩滅 した土器片

が出上 している。

(第 8次面〉

河川 1条 (N R 1801)を検出した。

。N R1801

1区から3区までの調査区全域にわたる自然河チ||である。 N R1701の河床面を形成する層厚
1.Om以上を測る第14層暗灰黄色系荒砂を堆積土としている。 1区で確認 した第15層 暗緑灰色

系粘土・粘質シル トの互層の上面を河床面とし、ほぼ平坦な面で、その標高は約3.4mを 測る。

河床面は東部ほど低 くなっているようで、 2・ 3区では第15層は確認 していない。堆積土から

縄文土器と考えられる摩滅 した土器片が出土している。また 1区での下層確認調査によると、
この第15層 は層厚約80cmを 測り、さらにその下で河川の流水堆積層と考えられる第16層灰緑色

細砂を確認 している。

-19-



遺物番号
劉版番号

器  種 出土地点 法量 (cln)回 径(復元値)器 高
色調 外
内
胎  土 焼成 技 法 ・ 形 態 等 の 特 徴

残 存
備 考

1 黒色土器

椀

1区

第 3層

(165)
黒灰色

密  1 0mm以
下の砂粒を微
量含む。

良好
ヘラミガキ。A類。

転

％
　
反

2 上師器

椀

1区

第 3層

(186)
53

高台径  (87)
茶橙色

密  1 5mm以
下の砂粒を微
量含む。

良好 日縁部 ヨヨナデ。体部指押え。 %

反転

3 土師器

鉢

1区

第 3層

(214)
茶橙色

密  1 5mm以
下の砂粒を微
量含む。

良好 日縁部 ヨコナデ。体部ナデ。 %

反転

4 須恵器 1区

第 3層
淡灰色

密  1 5mm以
下の砂粒を少
量含む。

良好 回転ナデ。 回縁 %

反転

５

　

一
ハ

須恵器

甕

1区

SD1301
淡灰青色

密  1 5mm以
下の砂粒を少
量含む。

良好 テ夢幹令罠舌吾芯肉ア屏等農憲き
頸部外面平行睡月ヽ

Fx転

6 土師器

皿

2区

SP2301
乳灰茶色

以
微２０ｍｍ孵む。

の
含

密
下
量

良好 口縁部 ヨコナデ。 花形

7 土師器

椀

2区

SP2301

(144)
茶橙色 雫のあ継み

量含む。

良好 日縁部ヨコナデ。体部外面指押え、内面 ヨコナ
1/c

反転

8 土師器

甕

2区

SP2301

(167) 茶灰色

灰褐色

以
少鰤鵬む。

の
含

密
下
量

良好 口縁部 ヨコナデ。体部外面指押え、内面ナデ。

内面煤付着。

日縁 %

反転

9 土師器

鉢

2区

SP2301

(186)
茶褐色 雫のみ雑控歩

量含む。

良好 回縁部 ヨコナデ。体部ナデ。 回縁 %

反転

10 黒色土器

椀 躯ＳＰ２３０‐躙
(179)
黒灰色

以
微
飾
修

。

０
砂
む
の
含

密
下
量

良好 ヘ ラ ガキ。B類。 %
反転

11 須恵器

杯蓋

2区

SD2303

つまみ径
つまみ高 淡灰色

密  1 0mm以
下の砂粒を少
量含む。

良好 回転ナデ。 回縁 %

反転

12 須恵器

杯身

3区

SP3304

高台径  (96)
灰色

密 良好 回転ナデ。 五/1ヽ

更転

13 土師器

羽釜

3区

SP3302

(224)
鍔径   (246) 淡茶色

密 良好 ナデ。日縁部内面にハケ残る。 五/1ヽ

更転

土師器

杯

1区

SD1401
淡茶橙色

以
微
飾
催

。

１
砂
む
の
含

密
下
量

良好 口縁部ナデ。底体部外面指押え、内面ナデ。 ほぼ完形

土師器

杯

1区

SD1401

(105)
茶橙色 雫のみ級をみ

量含む。

良好 日縁部ナデ。底体部外面指押え、内面ナデ。

転

％
　
反

土師器

鉢

1区

SD1401
茶橙色

密  1 0mm以
下の砂粒を多
量含む。

良好 不明。

転

％
　
反

17 土師器

甕

1区

SD1401

95
134

底径   34
淡橙色 絨為渕

を含む。

やや
良好 面写饗『 原穀八呂室憂:底弓電甦会毘

`ヽ

そ14
ほぼ完形

18 土師器

甕

1区

SD1401

(151)
淡茶橙色 雫のあ恕をと

量含む。

やや
良好
回縁部外面 ヨコナデ、内面ナデ。肩部ナデ。 回縁 %

反転

土師器

甕

1区

SD1401

(215)
暗茶橙色 票のあ艘雰

量含む。

良好 回縁部外面ヨコナデ、内面ハケ。肩部ハケ。 口縁 狛

反転

土師器

鉢

1区

SD1401

(290)
茶褐色

密  1 0mm以
下の砂粒を少
量含む。

良好 口縁部 ヨヨナデ。体部ナデ。 口縁 拷

反転

21 土師器

把手付鍋

1区

SD1401
淡橙色

以
少
鏑
樅

。

０
砂
む
の
含

密
下
量

良好 回縁部 ヨコナデ。体部ナデ。 ほぼ完形

須恵器

杯蓋

1区

SD1401

つまみ径  30
つまみ高  11 灰色 雫の3恕をみ

量含む。

良好 回転ナデ。 %

第 4章 出土遺物観察表
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I 久宝寺遺跡第 4次調査

】番″版一目 器  種 出土地点 協懇購 色調 外内 胎   土 焼成 技 法 ・ 形 態 等 の 特 徴 残 存
備 考

２３

　

エ
ハ

須恵器

杯蓋

1区

SD140J
淡灰色

密  1 0mm以

畳客慇μを微
良好 回転ナデ。 %

反転
須恵器

杯蓋

1区

SD1401

(140)
淡灰青色

以
少獅嘘む。

の
含

密
下
量

良好
冒豚ぢF。

天丼部外面回転ヘラケズリでヘラ記 %

反転
須恵器

杯蓋

1区

SD1401

(152)
乳灰茶色

以
微�嘘む。

の
含

密
下
量

良好 回転ナデ。天丼部外面回転ヘラケズ リ %
反転

須恵器

杯身

1区

SD1401

(118)
灰色

密  1 0 mI以

置魯解
を微良好 Trナ デ。内外面灰かぶ り、底部外面窯着痕あ /8

Fx転

須恵器

杯身

1区

SD1401

(124)
32

受部径  (144)
灰青色

密  1 5nm以

畳客愁伊を少
良好 回転ナデ。底部外面回転ヘラケズリ %

更転
須恵器

杯身

1区

SD1401

(122)
42

受部径  (147)
淡灰色

密  1 5mm以

目客慾}を少
良好 回転ナデ。底部外面回転ヘラケズ リ %

反転
29 須恵器

杯身

1区

SD1401

(104)
30

受部径  (128)
淡灰色

密  1 0mm以

畳客歌μを少
良好 居哲なF殊唇習娯悪F央部ナデ。底部外面窯着%

反転
須恵器

杯身

1区

SD1401
受部径 モ1士醤; 灰色 密   2 0mm以

畳客窓子
を少良好 回転ナデ。底部外面回転

ヘラケズ リ。 1/5

反転
須恵器

杯身

1区

SD1401
受部径 ti:電 ; 灰青色 密  1 5mm以置客忠}を微

良好 回転ナデ。

転

猪
　
叉

須恵器

高杯

1区

SD1401
受部径 灰色

密  3 5 mm以

雪害をμを少
良好 昇喬ぢ褒ぁ履談資雰ヲ浄

ヘラケズリ。脚柱部2
%

須意器

高杯

1区

SD1401

底径   (98)
灰色 畳客どⅢ性劉
良好回転ナデ。 裾部 %

反転

34

七

須恵器

高杯

1区

3D1401

底径  (156)
灰黒色

密  1 0mm切
下の砂粒を勧
量含む。

良好 回転ナデ。脚柱部 3方向 2段の長方形スカン。 裾部 %

反転
35

七

須恵器

高杯 ど晶側1底
径 Q切 暗灰緑色

淡灰色

以
微‐５ｍｍ帷む。

の
含

密
下
量

良好 1回転ナ7。 内面ナデ。内面灰かなゞ り。 五/1ヽ

更転

36

七

須恵器

慮

1区

SD1401

(122)
灰青色

密  5 0 ma以

畳客肇拝
を多良好 目そ為盈 底体部外面回転

ヘラケズリ。体部上 ％縁
　
転

回
損
反

須恵器

回縁部

1区

SD1401

(78)
灰青色

以
微輌嘘む。

の
含

密
下
量

良好 回転ナデ。 小
　
転

極
　
反

38

七

須恵器

甕

1区

SD1401
灰色

密  20m以

畳客愁〕を少
良好

E『
華目子占吾駒爺夢少軍予各猿象占絡夫ケ畢口縁 %

反転

39

七

須恵器

甕

1区

SD1401
灰青色

密  1 0mm以

置3を}を少
良好

員冨髯目塁ζF旨↑丙咎胃悪何多多革簾告接蔀
回縁 %

反転
40

七

須恵器

杯蓋

1区

NR1501

111
淡灰色

密  1 5mm以

畳客愁μを少
良好 回転ナデ。天丼部外面回転ヘラケズ リ つまみ欠拶

反転
41

七

須恵器

杯身

3区

NR1501

114
49

受部径  135
淡灰色

以
多獅睡む。

の
含

密
下
量

良好 回転ナデ。底部外面回転ヘラケズ リ。
定形

42

七

須恵器

直日壷

3区

NR1501

115
140

最大径  121
灰青色

密  2 0mm以

置客愁μを多
良好
回脅爺原詣浸顎蒙なF3条

の凹線。 回顎部内面
ほぼ完形

43

七

土師器

甕

1区

NR1501

148
最大径  219

黒色

暗褐色

以
多０５ｍｍ睡む。

の
含

密
下
量

良好 ▼♂部
ヨヨナデ。体部外面ハケ、内面ヘラケズ

肩部外面圧痕文 (5個以 上)。
1/8

弥生

甕

1区

NR1501

(174)
淡灰茶色

や や粗  20

膠望響
良好 口縁部ナデ。 ％縁

　
転

回
　
Ｘ

“
|

]筒埴輪
1区

Rヽ150J
淡灰茶色

やや粗  50

馨多畳客慇μ
良好 不明。 スカシあり。

極小
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意物番ち
週版番掲

器  種 出土地点 法量 (cIF)日径
(復元値)器 高

色調 外
内
胎  土 焼成 技 法 ・ 形 態 等 の 特 徴

残 存
備 考

46

七

弥生 2区

NR1501

最大径
茶橙色

密  1 5mm以
下の砂粒を少
量含む。

良好 ナデ。 日縁部欠を

弥生

底部

1区

NR1501

底径   45
淡灰茶色

密 良 好 体部外面平行 タタキをナデ消 し、内面ハケ。は
部外面ナデで、指押え残 る。

氏部のみ

第 5章 まとめ

今回の調査は調査面積も狭く、遺構の面的な広がりを捉えることは困難であったが、縄文時

代から近世にわたる遺構・遺物を検出した。

第 1。 2次面は近世～中世頃の遺構面と考えられ、検出した遺構はいずれも農耕に関連する

ものと考えられる。

第 3次面は平安時代頃の遺構面と考えられ、掘立柱建物を構成すると考えられる柱穴が検出

された。なお一部の遺構は飛鳥・奈良時代までさかのぼる可能性もあり、調査地の東部に推定

されている渋川廃寺との関連も考慮 しなければならない。

第 4次面では 1区で古墳時代後期末の溝を検出した。第 4次面以下では時期を明確にできる

遺構は検出できなかったが、第 5次面で検出したN R 1501埋上の上層からは古墳時代中期に比

定される完形の須恵器が出土しており、付近に当時の集落の存在が推定される。また下層から

は上流から運ばれたと考えられる弥生時代後期から古墳時代前期 (布留式期)の上器が出上 し

ている。

第 4次面以下の約50mは河川の堆積層が続き、層厚0.3m～ 1.5mの 粘土層・砂層が交互に堆

積 している状況が確認された。これは河川の氾濫期と安定期とを示している。第 6次面で検出

した溝・ ピット等は、河川の氾濫により廃絶 した一時的な集落であろう。これらのことから、

土地環境が安定し当地が恒久的な居住地となるのは第 4次面の古墳時代後期以降であると考え

られる。

註 八尾市教育委員会「八尾市内遺跡昭和63年度発掘調査報告書Ⅱ 久宝寺遺跡 (63-269)の調査」
1989.3 八尾市文化財調査報告20
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例

1.本書は、八尾市青山町 5丁目93・ 94で行った店舗付共同住宅建設に伴う発掘調査の報告書

である。

1.本調査は、八尾市教育委員会の指示書 (八教社文第58号 平成 2年 7月 7日 )に基づき、
財団法人八尾市文化財調査研究会が、辰己 進氏から委託をうけて実施したものである。
1.本調査は、当調査研究会が小阪合遺跡内で実施した第19次調査である。

1.現地調査は、当調査研究会 坪田真―を担当者として、平成 2年10月 16日 に着手し、同年
11月 1日 に終了した。調査面積は164だである。

1.現地調査には、岡田聖一 。坂下 学・濱田千年 。松下哲也の参加を得た。
1.内業整理には上記の他、岩本順子 。田島和恵 。都築聡子・山内千恵子の参加を得た。
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I 小阪合遺跡第19次調査

第 1 調査に至る経過

小阪合遺跡は八尾市のほぼ中央部に位置し、現在の行政区画では小阪合町 1・ 2丁目、南小

阪合町 1・ 2・ 4丁目、青山町 1～ 5丁 目、若草町、山本町南 7・ 8丁目がその範囲にあたる。

当遺跡発見の契機は、昭和30年の大阪府営住宅供給公社建設工事中に古墳時代の遺物が多量

に出土したことに遡る。そして発掘調査は昭和57年以降、当調査研究会による16次 -12,000X

にわたる土地区画整理事業に伴う調査をはじめ、大阪府教育委員会・八尾市教育委員会・当調

査研究会により実施されている。これらの調査成果から、当遺跡は弥生時代中期～近世にわた

工早

Ⅷ

i睡

第 1図 調査地位置図 (S=1/5000)
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る遺跡であることが確認されている。

このような情勢下、平成 2年、辰己 進氏より、八尾市青山町 5丁目における店舗付共同住

宅建設の届出書が八尾市教育委員会文化財室に提出された。これを受けた同文化財室では、当

該地が周知の遺跡範囲内にあることから発掘調査が必要であると判断し、事業者にその旨を通

知した。そして、工事により遺構の破壊が予想される部分を対象に、発掘調査を実施すること

が両者で合意された。発掘調査にあたっては、事業者 。同文化財室
。当調査研究会の三者協定

により、当調査研究会が主体となって実施することとなった。

なお今回の調査区の周辺の道路部分は昭和58・ 59年度に当調査研究会により調査が行われて

おり (第 3・ 4次調査)、 弥生時代後期の落ち込み、古墳時代前期の溝・井戸・土坑 。自然河

川、平安時代の自然河川、鎌倉時代の溝・井戸 。土坑等が検出されている。

第 2章 周辺の地理的・歴史的環境

当遺跡は地理的には旧大和川の主流である長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置し、同

地形上の北西で東郷遺跡、西で成法寺遺跡、南西で矢作遺跡、南で中田遺跡と接している。

ここでは遺跡範囲の中央部にあたる前述の土地区画整理事業に伴う調査の成果を中心に、当

遺跡の概要を簡単にまとめる。

まず弥生時代前期では包含層 。自然河川から土器が出土しているが、遺構は検出されていな

い。当遺跡で生活の痕跡が確認できるのは弥生時代中期からであり、北西部に集落の中心があ

ると考えられている。弥生時代後期では中央部から南東部で集落遺構が検出されている。古墳

時代前期はほぼ全域で遺構 。遺物が検出され、特に西部 。南東部が中心となり、庄内式期から

布留式期になると集落域が拡大されることが確認されている。古墳時代中期では南部で居住域

が確認されている。北東部は墓域になると考えられ、埴輪円筒棺の他、各地で埴輪が検出され

ている。古墳時代後期の遺構は北部と南部で検出されている。奈良時代の集落遺構は西部で検

出されている。平安時代の集落遺構は北部と南部で確認されており、南部は中田遺跡に拡がる

ものと考えられる。鎌倉時代から室町時代はほぼ全域で水田遺構が検出され、居住域は北西部

と南部で確認されている。

参考文献 (財)八尾市文化財調査研究会「小阪合遺跡」1990 当調査研究会報告26
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E 小阪合遺跡第19次調査

第 査概要

第 1節 調査方法

今回の調査は建物基礎部分を対象としているため、調査区は南北に細長いトレンチ 2本で、

西 トレンチを 1区、東 トレンチを 2区として 1区から調査を実施した。

調査は 1区で地表下約12m・ 2区で約1.5mを機械掘削し、以下を人力掘削により実施した。

地区割は調査区に合わせて任意の方眼ラインを設定し、実測、遺物取り上げの基準とした。

なおこの方眼の南北ラインは磁北から東に約 2度振っている。

)

主早

Ｂ
引ｍ

Ａ
卜

一‐―Ｉ
Ｈ
Ｈ
ド
‐
‐

Ｏｍ
‐
‐
‐ｆＨ
日
判

2A+2B+2C+2D -2区

lA+lB+lc+lD

0                   11

第 2図 調査区設定図 (S=1/400)

第 2節 基本層序
1区の土層を基本層序とした。

第 1層が盛土、第 2層が旧耕土である。旧耕土直下の第 3層上面が第 1次面で、標高約86

mを測る。第 3層は古墳時代前期から奈良時代の土器を少量含んでいる。第 4層上面が第 2次

面で、標高約8.4mを測る。第 4層は古墳時代前期から後期の土器を含んでいる。第 5層上面

が第 3次面で、標高約8.2mを測り、北に向かってやや高くなっている。第 5層 は古墳時代前

期の土器を含んでいる。第 6層上面が第 4次面で、標高約8.Omを測る。第 6層以下は 1区南

部で確認したが、粘土～粘質シルトが厚く堆積している。
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1

4

5

6

7

8

9

T P90m_

第 1層 盛土

~  
第 2層 旧耕土

第 3層 淡黄灰色細砂混じり粘質土

第 4層 暗掲灰色砂混じり粘質土 (マ ンガン含む)

第 5層 明黄灰色微砂混じり粘質土

第 6層 明灰責色粘質シル ト

第 7層 青灰色粘土

第 8図 暗青灰色粘土

第 9層 暗青灰色粗砂混じり粘質シルト
70m一

第 3図 基本層序 (S=1/40)

第 3節 検出遺構と出土遺物

・第 1次面

1区で土坑 1基 (S K101)・ 溝 9条 (S D101～ 109)を検出した。

S K101

lB区に位置し、東部は調査区外に至るため掘形の西部のみの検出である。検出部分の平面

形は長方形を呈し、西辺はす辺約2.9m、 深さは約1.Omを測る。東断面をみると掘方は北側が

垂直に近く、南側はなだらかで、底部は平坦である。埋土は上層が灰褐色系の砂混じり粘質土、

下層が暗灰色の砂混じり粘土で、全体にブロック状を呈しており、一気に埋められた状況であ

る。これらの状況から当遺構は井戸あるいは水溜め等の機能が考えられる。古墳時代前期から

近世の遺物が出土している。

S D101-109

東西方向に平行して伸びる溝で、方位は西から南に約 9度振っている。 S D101・ 102が幅が

広く、他はほぼ同一規模である。 S D107～ 1091ま上層の旧耕土が埋土となっており、時期が最

も新しいといえる。これらの溝は近世の耕作に伴うものと考えられる。古墳時代前期から近世

の遺物が出上している。法量等は表 1に まとめた。

80m一
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第 4図  1区 第 1・ 2次面遺構平面図 (S=1/200)

明灰褐色砂混じり粘質土

灰褐色砂混じり粘質土

暗褐色砂混じり粘質土

明褐色粘質土
暗灰色砂混じり粘土

Ａ

Ｉ

Ⅱ 小阪合遺跡第19次調査

プロック状

1ラ イン ーー

1ラ イン
~

85m

に __す ______― 」

m

第 5図  1区

101       102       103

335     3.35     335

S K101東壁断面図 (S=1/40)

104       105       106

3.35     335     335

33       26       26

S D

検出長

幅

深 さ
間 隔
埋土※

94

16

64

11

720        26       30        15

①  ②  ②  ②

1.2

32

5

③

3.35

36

7

③

(m)

(cmJ

(cmj

(cm)

18

3

75

③②②

※①灰褐色砂混じり粘質土 ②灰青褐色砂混じり砂質土 ③暗青灰色砂混じり粘質土
表 1 1区 第 1次面溝 (S D101～ 109)法量表
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。第 2次面

1区で溝 8条 (S D 201～ 208)を検出した。 1区北部ではこの上面で灰色粗砂の広がりが

みられた。一時的な冠水の痕跡である可能性がある。

S D201～208

東西方向に平行 して伸びる溝で、方位は第 1次面の溝と同一であり、あまり時期差は無いと

思われる。第 1次面の溝は第 2次面の溝の上部には掘られていないが、溝の付け替えの際に意

図されたとも考えられる。法量等は表 2にまとめた。

検出長

幅

深 さ
間 隔
埋土※

34

50

16

①

11

①

34       074

25-140      20

26

30

7

②

10-55

13

11        60

①

08

16

6

①

335

105

5

③

25

85-165

6

①

335(m)

30 (cm)

7 (cm)

(cm)

①

※①灰青色粘土混じり粗砂 ②淡灰褐色砂混じり粘質土
③上から褐灰青色砂混じり粘質土・褐灰色細砂混じり粘質土・褐灰色粘質土

表2 1区 第2次面溝 (S D201～ 208)法量表

。第 3次面

1区で土器棺墓 1基 (上器棺墓301)・ 溝 2条 (S D301・ 302)・ ピット1個 (S P301)、

1・ 2区で河川 1条 (N R301)。 2区で土坑 1基 (S K301)を検出した。

上器棺墓301

lB区で検出され、検出面の標高は約8.2mを測る。主体部は吉備系の形態とされる大型の

複合口縁壺 (2)で、日縁部を西に向けた横位の状態で検出した。主軸の方向は西から南に約

19.5度振っている。土器棺は上部が後世に削平されており、破片は内部の堆積土上に落ち込み、

また周辺に飛散 しているものもある。土器棺内の堆積土は暗灰褐色砂混 じり粘質土である。ま

た別個体の二重回縁壷の口頸部～肩部 (1)が口縁部付近と内部から出土 しており、これを棺

蓋としていた可能性がある。

掘形は検出されなかったが、出土状況等から土器棺墓であると判断した。なお、副葬品
。人

骨等は認められなかった。

(2)は日径24.2cm・ 器高64.3cmを 測り、生駒西麓産と思われる胎上のもので、色調は茶褐

色を呈する。日頸部を補修しており、欠落した破片を紐等で結東するための穿孔が五か所に認

められる。土器の時期は布留式期古相に比定される。

S D301

lA区で検出された東西方向の溝で、検出面の標高は約8.lmを測る。規模は検出長約15m。

幅約26cm・ 深さ約10cmを測り、隊面皿状で、埋土は灰褐色細砂混 じり粘質シルトである。遺物

-28-



I 小阪合遺跡第19次調査
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４
次
面
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m

第 6図 第 3・ 4次面遺構平面図 (S=1/200)

1

区
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第 7図

は出土 していない。

S D302

♀                                        5♀ cm

l区 土器棺墓301 平・断面図 (S=1/10)

玉
|

lA～ lC区で検出された北西―南東の方向に直線的に伸びる溝で、両端は調査区外に続い

ている。検出面の標高は8,lm～8.2mを測り、方位は北から西に約30度振っている。規模は検

出長約8.8m・ 幅40cm～ 63cm・ 深さ約15c14を 測り、断面半円状で埋土は暗灰褐色微砂混 じり粘

質上の単層である。遺物は古墳時代前期の土器片が出土している。

S P301

lD区の南東角で検出したピットで、検出面の標高は8.13mを測る。平面円形で、規模は直

径約50cm・ 深さ21cm、 ほぼ中央部に位置する柱痕部の直径約20cmを測る。掘方は垂直に近いも

ので、柱痕部は断面逆三角形に近く、掘方の底部に至っている。埋土は柱痕部が灰褐色細砂混

じり粘土、掘方部が灰褐色砂混じり粘質土である。遺物は出土していない。

S K301

平面的には捉えられなかったが、 2B区の調査区東壁内で検出した。断面の規模は検出長約

2.2m、 深さ約50cmを測り、上部はN R301に削平されている。埋土は青灰色～黄灰色系の粘土

～粘質土である。上層からほぼ完形の二重回縁壷 (28)が出土している。
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Ⅱ 小阪合遺跡第19次調査

第 8図  1区 土器棺墓301 出土遺物 (S=1/6)
lmで Aラ イン

li悟蜜戻琶穀歌電し」雑圭|

3 青灰色粘土
4.灰青色細砂混じり粘土
5.暗灰青色粘質シルト                  0                   1m

l            I

第 9図  2区  S K301東壁断面図 (S=1/20)

31-
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N R301

1区】ヒ部で西肩、 2区北部で東肩を検出した。 1区で

は南部がS K101に よって削平されている。検出面の標

高は西肩が約8.2m、 東肩が約8.25mで ある。流路方向

はほぼ南北で、方位は北から西に10～ 20度振っている。

規模は幅約90m・ 深さ約0,7mを測り、河床のレベルを

みると北端で標高約8.Om、 南端で約75mと なり、南部

がやや低くなっている。埋土は上層が灰褐色系の粘質土 。

粘土・細砂・粗砂の互層で、下層が淡灰黄色系の粗砂・

細砂であり、青灰色系の粘土が河床となっている。

Ⅲ 小阪合遺跡第19次調査

性 _.  | |  _ 坪

Cm

第11図  2区  S K301出 土遺物
(S=1/4)

34

Ocm

＼

第12図  2区  N R301出 土遺物 (S=1/4)
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古墳時代前期～平安時代の遺物が出土している。

・第 4次面

1区で竪穴住居 2棟 (S1401・ 402)・ 土坑 1基 (S K401)・ 溝 4条 (S D 401～404)・ ピッ

ト7個 (S P401～ 407)、 2区で河川 1条 (N R401)を検出した。

90m

80

70

0            1m

l 盛±           11 灰色細砂混じり粘±      21 青灰色粘土混じり微砂

::選挟落色砂混しり粘質上  1争 壌優糧慈↓追τ警辱醤ケ舟卜  を争捨響凝色殺畝髭モリ粘土
4 明褐色粘質±       14灰色粗砂逗普〕打十      :争 燈暮侯笹恙彊しサ基岩生5 灰褐色砂混じり粘質±   15淡 灰褐色理

耀藍:5与筈:踵鍵脂 拿畢絡琶モリpト
第13図  2区 調査区南壁断面図 (S=1/40)

竪穴住居はいずれも方形のもので、 1区南部で切り合った状況で検出した。この切り合い関

係からS1402が新しく構築されていることが確認できた。

S1401

南北約3.6m。 東西約3.3mのやや長方形を呈するもので、北西角部はS1402に 削平され、

南東角部は調査区外になる。南北軸は北から西に約31度振っている。

検出面がほぼ床面にあたるため壁はほとんど遺存 しておらず、壁高は南部で最高約 5 cmを 測

るのみである。床面の標高は約7.95mを 測る。壁溝は 1条で、南辺では明稽に検出されなかっ

たが全周するものと考えられる。規模は幅15cm～ 45cm、 深さ約 6 cmを測る。なお西辺の北部が

やや内側に屈曲しており、掘り直しが行われている可能性がある。

ピットは床面・壁溝内から5個検出したが (P-1～ P-5)、 主柱穴と考えられる深さ30
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壁溝-3 壁溝-2 壁溝-1

生玄 4~器 二輸
炉

Ⅱ 小阪合遺跡第19次調査

1.灰黄色微砂混じり粘質土

::餐長轡駿霰差しサ辱普至
炭含む)

4.黄灰色微砂混じり粘質土
5 明灰黄色微砂混じり粘質土 (炭含む)

5  4  3

0               2m

第14図  1区 堅穴住居群平・断面図 (S=1/50)

cm～ 40cmを測るものは2個 (P-1・ P-2)で ある。

中央部に平面ほぼ円形の炉を有している。規模は直径約60cm・ 深さ約15cmを測り、断面皿状

を呈する。埋土は上層が灰褐色シルト混じり粘質土、下層は底部から約 5 cmの炭層と考えられ

る暗灰色粘質シルトが堆積し、底面には全面に炭が付着している。また東側の壁が一部火を受

けて赤変している。炉の周囲の西・北 。東には5個のピット (P-6～ P-10)が巡っている。

なお炉の東側のP-9と P-10の 間には作業台と考えられる長辺約42cm、 短辺約33cm、 厚さ約

9 cmの扁平な台石 (42)が遺存していた。炉の周辺には層厚 l cm～ 3 clllの 固く締まった赤褐色

砂混じり粘質土がみられ、貼床と考えられるが、炉は貼床上面から、周囲のピットは貼床下の

ベース面から掘り込まれ、台石はベース面に置かれている。ベース面には炭の付着が認められ

ることから、炉の掘り直しの際に貼床が行われたとも考えられる。

出土遺物は少量で、図化できたものは高杯の杯部 (21)のみである。

ピットの法量等は表 3にまとめた。
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P-1

P-2

P-3

P-4

P-5

P-6

P-7

P-8

P-9

P-10

平 面 形  長辺×短辺×深さ (cm)
不整円形

不整円形

不整円形

楕 円 形

不整円形

円  形
楕 円 形

不整円形

楕 円 形

楕 円 形

埋土 (上から)

〈層名〉

①暗灰褐色粘質土 (炭含む)

②灰黄色粘質土

③暗灰黄色細砂混じり粘質土

④黄灰色粘質土

⑤灰褐色砂混じり青色粘質土 (炭含む)

⑥灰黄青色粘質土

⑦暗灰褐色砂混じり粘土 (炭含む)

42× 37× 30

56× 50× 42

41× 35× 7

34× 22× 17

26× 25× 38

28× 26× 6

34× 26× 8

43× 43× 12

37× 27× 10

28× 23× 2

①②③④

⑤②③⑥

①

①

①

⑦

⑦

⑦

⑦

⑦

表 3 1区  S1401内 ピット (P-1～ P-10)法量表

S1402

東側の一部の検出で明確な規模は不明であるが、

南北辺は3.6m以上を測る。南北軸は北から西に

約14度振っており、床面の標高は7.8m～ 79m、

壁高は約20cmを測る。壁溝は 3重に巡っており、

断面の観察によると一番外側の壁溝 3が最も新し _

く掘 られており、拡張が行われていることが確認

された。壁溝は幅12cm～ 25cm・ 深さ 3 cm～ 10cmを

測る。

ピットは 1個検出した (P-11)。 平面形は直

径約36cmの ほぼ円形で、深さ約36cmを測り、掘方

はほぼ垂直を呈 し、埋土は灰青色粘質土である。

出土遺物は細片のみで、図化できるものは無かっ

た。

これらの竪穴住居の時期は、その上面を覆う第

5層出土土器 (16～ 19)か ら庄内式期と考えられ

る。
第15図  1区  S i401出 土遺物 (S=1/6)

S K401

lA区で検出した土坑で、平面形は長辺約1,8m、 短辺065m～085mの長方形を呈し、深さ

約12cmを 測る。断面皿状を呈し、埋土は灰褐色細砂混じり粘質上の単層で、底部の全面には層

厚約 l cmの炭層が堆積 している。

出土遺物は細片のみで、図化できるものは無かった。
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Ⅱ 小阪合遺跡第19次調査

S D401

lB～ lC区で検出した東西方向に伸びるやや弧状を

呈する溝で、規模は検出長約3.2m、 幅2.6m～ 4.3m、 深

さ約60cmを測る。断面皿状で、埋土は上層が灰青色系の

シルト～細砂混 じり粘土、下層が黒灰色粘質シルトであ

る。

出土遺物は細片のみで、図化できるものは無かった。

S D402～ 404

1区南端、 S1401・ 402の南側に位置する溝で、溝の

方向はS1401の 壁溝とほぼ平行しており、竪穴住居の

壁溝である可能性が高い。規模は幅約20cm・ 深さ 5 cm～

10cmを 測る。 S D402の北部はS1402に削平されている。

遺物は出土 していない。

S P401～ 407

いずれも1区南部の竪穴住居群周辺に位置する。この

うちS P402～ 407は S D402～ 404を壁溝とする竪穴住居の柱穴となるものと考えられる。 SP
406は 2個のピットが連続 していると考えられる。法量等は表 4に まとめた。

平 面 形 長辺×短辺×深さ (cm) 埋土 (上から)

80m―       ―

ヤ
2

m

1 灰掲色細砂混粘質土
2 炭層

第16図  1区  S K 401平・ 断面図
(S=1/40)

S P401

S P402

S P403

S P404

S P405

S P406

S P407

5

5

28

14

2

13

円  形  36× 36× 1
円  形  33× 32× ユ
不整円形  34× 26以上×

不整円形 39以上×30雅×

不整円形  45× 37× 1
不整円形  71姓 ×36×
円  形  29× 28× 8

表 4 1区

①

②③   〈層名〉
④⑤  ①灰褐色砂混じり粘質土
④   ②黄灰色粘質土
④⑤  ③灰褐色粘質土
④   ④暗灰黄色細砂混じり粘質土

⑤暗灰黄色微砂混じり粘質土

ピット (S P401～ 407)法量表

N R401

2区全域を含む河川で、 N R301に削平されているため肩は検出できなかった。堆積状況等

から流路方向は南北方向で、方位は北から西に約30度振っている。埋土は上層が暗青灰色系の

微砂混じり粘土、下層が灰黄褐色系の細砂 。粗砂である。河床は、北半部では層厚1,Om以上

を測る暗灰青色系粘土～粘質シルトが平坦面を形成 しており、これを河床とした。標高は約8.0

mを測る。北端ではN R301と 河床を共にしている。また中部やや南ではこの粘土層の隆起が

認められた。中部から南部はこの粘土層を切り込むように下層の砂が厚 く堆積 しており、湧水
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Ⅱ 小阪合遺跡第19次調査

も激しく、危険防止のため標高約6.7mま でで掘削を断念したため、河床は確認できなかった。

下層の砂層に古墳時代前期～奈良時代の遺物が多量に含まれている。

77氏

こ こ 毛 ニ
ラ
て

◎削 o削
第18図  2区  N R401出 土遺物② (S=1/4)
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置物番号
賢版番号

器 種 出土地点 法量(cm)□径
(復元値)器 高

色調 外
内
胎  土 焼成 技 法 ・ 形 態 等 の 特 徴

残 存
備 考

七

土師器 土器棺墓

301

(262) 茶赤色

茶褐色

ｍ
を
５
粒

ｏ
帥拗動
や
以
多

良 好 日頸部外面 ヨコナデ、内面ナデ。肩部ハケ。 %

反転

2

七

土師器 土器棺墓

301

茶褐色 やや粗 良好

:曇酷倉尋を書法写呂鼻風舌君警経蟄禽昇3島
%

3 土師器

羽釜

lC区

第 3層

(228)
鍔径  (268)

茶橙色 やや粗 3 0 mm
以下の砂粒を
多量含む。

良好 日縁部ナデ。内面煤付着。 %

反転

土師器

鉢

lD区

第 3層

(103) 淡茶橙色 密 0 5mm以 下
の砂粒を微量
含む。

良好 日縁部外面ヨコナデ。体部外面ヘラケズリ 反転

5 土師器 lC区

第 3層

(112) 淡茶灰色 下
量ｍ以抄１０ｍ恥

む。

密
の
含

良好 日縁部ナデ。日縁部～肩部間外面ハケ残る。 %

反転

6

七

須恵器

杯蓋

lB区

第 4層

(136) 淡灰色 下
量ｍ以拗飾蠅

む。

密
の
含

良好 回転ナデ。天丼部外面 %回 転ヘラケズリ 極小

反転

7 須思器
広口短頸
壺

lC区

第 4層

(68)
最大径  く100)

淡灰青色 密 1 5 mI以 下
の砂粒を少量
含む。

良好 回転ナデ。体部外面上位回転カキロ、下位回転
ヘラケズリ。

反転

8 須思器

杯身

lC区

第 4層

(100)
受部径  (125)

灰色 下
量皿以抄脇軸

む。

密
の
含

良好 回転ナデ。底部外面回転ヘラケズ リ
1/5

反転

9

七

須恵器

杯身

IC区

第 4層 受部径

淡灰色 下
量戯勒‐５ｍ出

む。

密

の
含

良好 回転ナデ。底部外面回転ヘラケズリ。 χ

土錘 lA区

第 4層

長

径
淡茶灰色 やや粗 2 0 mm

以下の砂粒を
多量含む。

良好 ナデ。 %

11 土錘 lB区

第 4層

長
径

灰茶色 ｍｍ
を
５
粒

ｏ
棚勒難

や
以
多

良好 ナデ。 %

土師器

甕

lB区

第 4層

暗茶褐色 噸
を
う
粒

ｏ
帥勒難
や
以
少

良好 口縁部外面 ヨコナデ、内面ナデ。肩部ナデ。 %

反転

13 土師器

甕

lB区

第 4層
`]68)
暗茶褐色 やや粗 1 5 mm

以下の砂粒を
多量含む。

良好 回縁都ヨコナデ。肩部外面ナデ、内面ヘラケズ

リ。
%

反転

14 土師器

甕

IB区

第 4層

(145) 暗茶褐色 ｍｍ
を
０
粒

ｏ
弛勘難

や
以
多

良好 口縁部外面ヨコナデ、内面ナデ。肩部外面
ハケ、

内面ヘラケズリ。

%

反転

土師器

甕

lD区

第 4層

(161) 淡灰茶色 やや粗 1 5 mm
以下の砂粒を
多量含む。

良好 回縁部ヨコナデ。肩部外面ナデ、内面ヘラケズ

リ。

1/5

反転

16

七

土師器

器台

lC区

第 5層

茶橙色 下
量ｍ以靱１０ｍ蠅

む。

密
の
含

良好 姿評念飛雰高iこ側託含面
ヘラミガキ、内面ナ%

17

七

弥生

合付鉢

lD区

第 5層

(108)
65

底径   (70)

淡茶灰色 画
を
５
粒

ｏ
帥勒穀

や
以
多

良好 鉢部外面下位ヘラミガキ。台部外面ハケ、内面
ナデ。

土師器

甕

lB区

第 5層

(160) 暗褐赤色 剛
を
５
粒

ｏ
帥勒筆

や
以
多

良好 口縁部ヨコナデ。肩部ハケ。

転

％
　
反

]9

七

弥生

甕

lB区

第 5層

底径 茶灰色 ｍｍ
を
５
粒

ｏ
帥勘筆

や
以
多

良好 外面 タタキ、内面ハケ。底部穿孔。 氏部完存

砥 石 lB区

第 5層

長
径

灰 自色

土師器

高杯

lD区

S1401

(140) 淡茶橙色 密 良好 杯部外面ヘラミガキ。 %

反転

陶器

奏

lD区

第 3層

(170)
灰
色

一

緑
面
色

暗
断
黄

密 1 5mm以 下
の砂粒を微量
含む。

良好 回転ナデ。 %

反転

第 4章 出土遺物観察表
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Ⅱ 小阪合遺跡第19次調査

S惣彗! 器  種 出土地点 綴8鰭 色調 外
内 胎  土 焼成 技 法 ・ 形 態 等 の 特 徴 残 存

備 考
白磁

椀

2A～ D
区
第 1層

乳灰白色 密 0 5mm以 下

客慾>を微量
良好 回転ナデ。体部外面下半露胎。 睡小

反転

弥生 2A区

第 1層

(J21) 茶灰色 ｍ
を申動量含む。

や
以
多

良好
昇軍芦
部ヨコナデ。頸部外面ナデ、内面ヘラ ‰

反転
弥生 2A区

第 1層

(168) 茶褐色 やや粗 2 5 mm

繁畳塔策?算を
良好 日縁部ナデ。肩部外面ハケ、内面ヘラケズリ 1/5

反転
弥生

甕

2A区

第 1層

は径   42 嗜茶褐色

暗灰茶色

やや粗 5 0 mm
以下の砂粒を
多量含む。

良好 外面 タタキ、内面ナデ。 %

一部反転
上 錘 2A区

第 1層

長さ   67
径    30

茶灰色 や や粗 4 0 mm
以下の砂粒を
多量含む。

良好 ナデ。 完形

28

ノ(

土師器 2B区

S K301

茶橙色

雪拶銃亘
良好

岳§全蟄|こSヨ4)樫景員g蛮重訃琴翌農興
久％縁

　
転

回
損
反

土師器

杯

2A区

N R301

(122 淡茶橙色

暮響勁畳
良好 回縁部 ヨヨナデ。体部外面指押え、内面ナデ。 %

反転
須恵器

底部 (t昂1炉
答高牌灰青色 §響珍董

良好 回転ナデ。 3/4

須恵器

杯蓋 (:昂11 
ω妙淡灰青色
畳翠勁萱

良婿 回転ナデ。天丼部外面%回転ヘラケズリ %

反転
32

/ヽ

須
曇
器
1蕉 :∴:

(205) 淡灰青色

§を∵ゼ繊畳
良好 十日縁部回転ナデ。肩部外面タタキ、内面ナデ。 %

反転
33

/ヽ

須意器

甕

2B・ c
区
N R 301

淡灰青色

雪響跡置
良好 回転ナデ。外面タク辛残る。 1/s

反転
34

ノ＼

土師器

甕

2B・ c
区
N R 301

(166) 暗茶灰色

淡灰茶色

下
量ｍ以拗１０ｍ蝋む。

密
の
含

良好 日縁部外面ヨコナデ、内面ナデ。肩部ナデ。 1/5

転

35

ノ(

土師器

甕

2Boc
区
N R301

茶橙赤色

暗灰茶色雪鐸跡畳
良好 日縁部 ヨコナデ。肩部外面指押え、内面ナデ。

転
36

ノ(

土師器

甕

2B・ C
区
N R 301

(199) 茶褐色

畳翠跡査
良好
用綴藤局暑声

デ。肩部外面指押え、内面ナデ。

 1警転
37

′(

土師器

甕

2B・ c
区
N R301

茶灰色

畳拿∵ぜ森萱
良好 回縁部 ヨヨナデ。肩部外面ハケ、内面ナデ。 %

反転
38

ノ＼

土師器

甕

2B・ c
区
N R301

(300) 淡赤橙色

暮解魏畳
良好
騒 勢 Fヨ

コナデ、内面ハケ。肩部外面ハケ、
1/8

反転
土師器

甕

2B,c
区
N R 301

(133) 淡赤橙色 画
を

抑
動
量含む
。

や
以
多

良好 ナデ。 /5

反転
土師器

甕

2D区

N R 301

(208) 淡灰茶色 画
を

的
動
量含む
。

や
以
多

良好 日縁部ナデ。肩部外面ハケ、内面ナデ。 %

X転
土師器

甕

2B,c
区
N R301

(221) 淡茶灰色 や や粗 1 0 mm

多査遣授?算を
良好 ヨコナデ。 1/5

反転
42

ノ＼

台石 lD区

S1401

辺
辺
さ

長
短
厚

灰 色 砂岩。

土師器

皿

2C・ D
区
N R401

(148) 淡茶橙色

雪翠吻畳
良好 回転ナデ。 %

反転
土師器

皿

2C・ D
区
N R401

淡茶灰色

害を♂ぜ森萱
良好 回転ナデ。 1/s

反転
土師器

杯

2C・ D
区
N R 401

(179) 淡灰橙色 下
量

皿以
抄

５ｍ
粒

ｏ

α
砂
む

密
の
含

良好 回転ナデ。内面放射状暗文。 %

反転
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器 種 出土地点 法量(ct l)口 径
(復元値)器 高

色調 外
内
胎  土 院成 技 法 ・ 形 態 等 の 特 徴

残 存
備 考∃版番拝

土師器

皿

2C,D
区
N R401

(151) 淡茶褐色 密 05隔m以 下
の砂粒を微量
含む。

良 好 回転 ナデ。
1/5

反転

土師器

皿

2A・ B
区
N R401

(168) 淡茶灰色 密 1 0mm以 下
の砂粒を微量
含む。

良好 回転ナデ。底部外面指押え。
1/8

反転

４８

八
土師器

杯

2C・ D
区
N R401

(108)
34
茶橙色 密 0 5mm以 下

の砂粒を少量
含む。

良好 回転ナデ。底部外面ナデ。内面放射状暗文。 %

土師器

杯

2A・ B
区
N R401

(182)
31
淡茶橙色 密 1 5mm以 下

の砂粒を微量
含む。

良好 回転ナデ。底部外面ナデ。内面放射状暗文。外
面黒斑。

%

反転

土師器

皿

2A・ B
区
N R401 高台径

淡灰茶色 下
量戯勲尚蠅

む。

密
の
含

良好 里拓を屋蔀履譴裟露麦F。
内面回縁部放射状嗜

高台高 05

%

反転

土師器

鉢

2CoD
区
N R401

淡灰茶色

淡茶橙色

密 10■m以 下
の砂粒を微量
含む。

良好 回縁部 ヨコナデ。 極小

反転

52

ノ＼

土師器

甕

2区

N R401

赤橙灰色

淡灰茶色

下
量

Ш
聰
む
。

密

の
含

良好 肩部ナデ。 %

反転

53

ノ(

土師器

甕

2BoC
区
N R401

淡茶灰色

淡茶橙色

下
量

ω
孵
む
。

密

の
含

良好 ナデ。 %

反転

54

/＼

土師器

甕

2C・ D
区
N R401

灰橙色

灰黄褐色

や や粗 2 0 mm
以下の砂粒を
少量含む。

良好 口縁部～肩部 ヨコナデ。体部ナデ。 猪

死転

55

ノ(

土師器

甕

2C・ D
区
N R401

乳茶灰色 ｍ
を
０
粒

ｏ
理勒勲
や
以
多

良好 日縁部 ヨコナデ、内面ハケ残る。体部ハケで、
内面下位ヘラケズリ。

1/5

反転

56

ノ(

土師器

甕

2C・ D
区
N R401

(135) 茶橙色 密 1 0mm以 下
の砂粒を微量
含む。

良好 回縁部 ヨコナデ。体部ナデ。 2個一対の担手を
付す。

1/4

反転

須恵器

杯蓋

2C・ D
区
N R401

淡灰緑色 下
量ｍ以抄‐５ｎ恥

む。

密
の
含

良好 回転ナデ。 %
反転

須恵器

杯蓋

2C・ D
区
N R401

(180) 淡灰青色 密 0 51nt以 下
の砂粒を微量
含む。

良好 回転ナデ。
1/8

反転

須恵器

杯身

2C・ D
区
N R401

(146)
40

高台径  192

淡灰青色 下
量戯抄２０ｍ蠅

む。

密
の
含

良好 回転ナデ。
高台高 05

%

反転

60

ノ(

須恵器

杯身

2C・ D
区
N R401

86
33

受部径  192

淡灰青色 密 1 0mm以 下
の砂粒を少量
含む。

良好 回転ナデ。底部外面回転ヘラケズリ。 ほぼ完形

須恵器

皿

2C・ D
区
N R401

(269) 淡灰色 密 0 5mm以 下
の砂粒を微量
含む。

良好 回転ナデ。 %

反転

須恵器

鉢

2C・ D
区
N R401

(266) 淡灰緑色 下
量

婉
脚
む
。

密

の
含

良好 回転ナデ。片口。
t/5

反転

晶
壺

2C・ D
区
N R401

(107) 淡灰青色 密 10m以 下
の砂粒を微量
含む。

良好 回転ナデ。
1/5

反転

須恵器

底部

2C・ D
区
N R401

底径   (78)
高台高  07

淡灰青色 下
量似砂�出む。

密

の
含

良好 回転ナデ。底部外面ナデ。 %

反転

須恵器

底部

Ｄ

　

ｌ

。

　

４０

Ｃ

　

Ｒ

２

区

Ｎ

底径  (122)
高台高  12

淡灰色 密 1 5mm以 下
の砂粒を微量
含む。

回転ナデ。内面灰かぶり。 %

反転

須恵器

甕

2CoD
区
N R401

淡灰色 密 1 0mm以 下
の砂粒を少量
含む。

良好 回転ナデ。 %

反転

67

ノ(

須恵器

高杯

2C・ D
区
N R401

(166) 淡灰青色 密 1 5mm以 下
の砂粒を少量
含む。

良好 回転ナデ。体部外面波状文。 %

反転

68

ノ(

須意器

器台

2CoD
区
N R401

灰黒色 密 2 0 alI以 下
の砂粒を多量
含む。

良好 日義蓋褒:簡繋寮吾農戻受F謝簸T雰倍茫貿勇
形スカシ。

極小

反転
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I 小阪合遺跡第19次調査

§駿喜月器 種 出土地点 協摺: 暴雷色調 外内 胎  土 焼成 技 法 ・ 形 態 等 の 特 徴 残 存
備 考

69

ノ`

須恵器

高杯

2C・ D
区
N R401

底径   (82) 淡灰青色 下
量似凱０５ｍ蝋む。

密
の
含

良好
冨努諺ア携り評

外面回転カキロ。脚部3方向に 1/6

反転
土師器 2C・ D
区
N R401

淡茶橙色

暮響魏萱
良好 デ娑Ⅳ外面

ヨコナデのち上位ヘラミガキ、内面%
反転

土師器 2B・ c
区
N R401

(158) 淡灰茶色 ｍ
を
０
粒

ｏ
鞭勒動
や
以
多

艮好 回縁部外面 ヨコナデ、内面ナデ。 1/8

反転

土師器

壷

2CoD
区
N R401

茶褐色 ｍｍ
を
０
粒

。
帥勒難

や
以
多

良好 日縁部外面 ヨコナデのちハケ。 %
反転

土師器 2C・ D
区
N R401

茶橙色 ｍ
を

枷
動
量含む
。

や
以
少

良好 キ写齋咎更ヲ房奏下さ内面
ナデ。肩部外面タタ1/8

反転
土師器

高杯

2C・ D
区
N R401

(263) 茶橙色 ｍｍ
を
う
粒

ｏ
軸勘難
や
以
多

良好 日縁部ナデ。 %

反転
土師器

甕

2C・ D
区
N R401

暗茶褐色 やや粗 1 0 mm

髪畳客解
を良好 ヲ軍干民吾丈テ万女守F余缶療舟者f部外面タ

1/8

叉転
土師器

甕

2C・ D
区
N R401

(174) 茶褐色 や や粗 2 0 mm

多畳迄鶉?〕を
良好 回縁部～肩部ナデ。肩部外面タタキ残る。 1/8

反転
土師器

甕

2C・ D
区
N R401

(135) 乳茶灰色 やや粗 1 0 mm

多畳老弾?μを
良好 肩覇舜岳只李F丙苦只9茅姿Rこ櫛描直線文。

1/4

灰転
土師器

甕

2B・ c
区
N R 401

乳茶灰色 やや粗 0 5 mm

多畳迄韓?算を
良好 ▼♂部
ヨコナデ。肩部外面アヽケ、内面ヘラケズ1/4

反転
土師器

鉢

2C・ D
区
N R401

(118) 淡灰茶色

畳捗 畳
良好 日縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。 %

反転
80

ノ(

土 錘 2B区

N R401

長さ   64
径    28

灰茶色 や や 粗 4 0 1al

髪置迄鶉!μを
良好 ナデ。 完形

81

ノ(

土錘 2C・ D
区
N R 401

長 さ   75
径    32

淡灰茶色 や や粗 2 0 mm

多萱塔授?算を
良好 ナデ。 完形
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第 5章 まとめ

今回の調査では古墳時代前期から近世の遺構 。遺物を検出した。

古墳時代前期では 1区で竪穴住居群・土器棺墓を検出した。これらは、当遺跡内では初めて

明確に確認されたものである。土器棺墓の時期は布留式期古相に比定されるもので、竪穴住居

群の時期はこれよりやや遡る庄内式期と考えられる。庄内式期の居住域が布留式期に墓域に移

り変わったとも考えられ、 1区の北西約60mの地点では方形周溝墓と推定される溝群が確認さ

れている (第 3次調査)。

2区ではN R301・ 401を検出した。 N R301は、昭和59年度の第 4次調査における第 5調査

区河サI12に あたるものと考えられる。 N R301は ごく最近の地目にまで影響 しており、当地の

区画整理以前の農水路に重なるものである。

N R401下層には奈良時代の土器が多量に含まれており、かなり大きな破片 もみられる。 ま

た少量ではあるが古墳時代中期の須恵器も含まれている。このことからこの周辺から上流付近

に当時の集落の存在が予想される。

この 2条の河川は大規模な河川の上層と下層として捉えることもできよう。この場合、中層

となるN R401上層にはほとんど遺物は含まれておらず、奈良時代以降集落の途絶える時期が

あったものと考えられる。

参考文献

(財)八尾市文化財調査研究会「小阪合遺跡 〈昭和59年度 第4次調査〉」1988 当調査研究会報告15
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Ⅲ 小阪合遺跡第20次調査 (K S91-20)



例

1.本書は、八尾市青山町 2丁目 1で行った共同住宅建設に伴う発掘調査の報告書である。

1.本調査は、八尾市教育委員会の指示書 (八教社文第 156号 平成 3年 3月 18日 )に基づき

財団法人八尾市文化財調査研究会が、杉本一二三氏から委託をうけて実施したものである。

1.本調査は、当調査研究会が小阪合遺跡内で実施した第20次調査である。

1.現地調査は、当調査研究会 坪田真―を担当者として、平成 3年 4月 19日 に着手し、同年

口

5月 16日 に終了した。調査面積は340だである。

1.現地調査には、垣内洋平・坂下 学・濱田千年

得た。

1.内業整理には上記の他、岩本順子・ 田島和恵・

1.本書の執筆・写真撮影及び編集は坪田が行い、

・真柄 竜・沖田純―・小田久―の参加を

都築聡子 。山内千恵子の参加を得た。

遺物観察表は主に田島が作成した。
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Ⅲ 小阪合遺跡第20次調査

第 1章 調査に至る経過

小阪合遺跡内では、昭和57年以降、土地区画整理事業等に伴う発掘調査が、当調査研究会・

大阪府教育委員会 。八尾市教育委員会により実施されている。これらの調査成果から、当遺跡

は弥生時代中期～近世に至る遺跡であることが確認されている。

平成 3年、杉本一二三氏より、八尾市青山町 2丁 目 1における共同住宅建設の屈出書が八尾

市教育委員会文化財室に提出された。これを受けた同文化財室では、当該地が周知の遺跡範囲

内にあることから発掘調査が必要であると判断し、事業者にその旨を通知 した。そして、工事

により遺構の破壊が予想される部分を対象に、発掘調査を実施することが両者で合意された。

発掘調査にあたっては、事業者 。同文化財室・当調査研究会の三者協定により、当調査研究会

が主体となって実施することとなった。

今回の調査地の周辺では、当調査研究会により第 8次 。18次調査が行われており、古墳時代
註 1 註 2

中期、平安時代末～鎌倉時代の遺構が検出されている。また東側の第18次調査では弥生時代中

期の集落 。後期の水田が確認されている。

④ :
∵暉

苧
第 1図 調査地位置図 (S=

Ⅵ工督



第 2章 調査概要

第 1節 調査方法

今回の調査は共同住宅建設に伴う調査である。調査区は約1.3mの間隔で南区・北区に分か

れており、各調査区の面積はゴヒ区―約130nf、 南区一約210Hfである。

調査は北区 。南区を並行して実施した。掘削は北区で地表下約1,7m。 南区で約1.5mま でを

機械掘削とし、以下を人力掘削で調査を行った。

地区割については、調査区平面形に合わせて 5m方眼を任意に設定し、実測・遺物取り上げ

の基準とした。なおこの方眼の南北ラインは磁北から東に約1.7度振っている。

0          10m
|

第 2図 地区割図 (S=1/400)
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Ⅲ 小阪合遺跡第20次調査

】し区 南 区

TP9 m―

8m―

1

2

4

/   /
/  11
/

/

/

立 ____

7m―

6m一――

1 盛土
2 旧耕土
3 灰掲色細砂混じり砂質土
4 褐灰色細砂混じり粘質土
5 掲灰色～灰色系細砂・粗砂一NRl
6 暗掲灰色粘質土

‐    7 黄灰色系細砂～灰青色系粘上の互層

:1響戻雹曇森羅望と,万雫
砂の互層

]一
NR2

10 暗灰黄掲色系微砂～粗砂 (固 く締まる)
11 責灰色系微砂～粗砂

第 3図 基本層序 (S=1/40)

第 2節 基本層序

第 1層は現代の耕作土、及び近年の土地区画整理事業に伴う盛上である。第 2層は旧耕土で

ある。第 3～ 4層 はほぼ水平堆積を呈しており、それぞれ 2～ 3層に分層できる。北部 。南部

ほど粘質、中央部がやや砂質となっている。西側の第 8次調査で確認されている平安時代末期

頃の整地層に相当する可能性があり、層厚は当調査地が増している。古墳時代から中世までの

遺物を少量含んでいる (45～ 55)。 第 4層下面が遺構面となり、標高74m～ 7.2mを 測る。北
区の第 5層がNRlに相当し、第 6層は】ヒ区のみでみられNRlの西肩を形成する層である。
南区の第 9。 10層がNR2に相当し、第 9層 は北区では第 5～ 8層を総合した層として捉えら
れる。第11・ 12層がNR2の ベースとなり、弥生時代の遺物をわずかに含んでいる。

1

2
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第 4図 遺構平面図 (S=1/150)
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Ⅲ 小阪合遺跡第20次調査

第 3節 検出遺構と出土遺物
北区では土器集積 (SWl)。 河川 1条 (NRl)、 南区では井戸 1基 (SEl)・ 土坑 1
基 (sKl)・ 溝 1条 (SDl)・ 河川 1条 (NR2)を検出した。
SWl

北区の南西部、NRlの 上面で検出した。検出レベ

ルは標高約7.57mを測る。 4枚の土師質の小皿 (1～

4)を正位に重ねたもので、掘形は認められなかった。

上器の時期は平安時代末～鎌倉時代頃と考えられる。

性格については、周辺に建物遺構や明確な整地層が認

められないため断定はできないが、地鎮祭祀である可

能性が考えられる。

1理 学
2

~3  (電 雫≡≡≡≡王至三三二房フ
24

0                  1ocm

―

―

一

第 5図 SWl出土遺物 (S=1/4)

―
浮
坐ち>2B

0                               20cm

第 6図 SWl平 面図 (S=1/5)

SEl

南区の北東部で検出した曲物井戸である。掘形は直径約5,Omの円形を呈すると考えられる。

埋上の第 1層～第 3層は井戸廃絶後の堆積で、曲物を覆っており、本来の掘形埋土ではない。

曲物は掘形の南部に位置し、一段のみが遺存しており、直径約37cm・ 高さ27clllを 測る。曲物は

ベースとなる湧水層である明黄色細砂層を直径約50cm・ 深さ約20cm掘 りこんだ後、約 5 cm埋め

込まれている。この曲物の他にも中央部 (第 7層)と北部の調査区壁内に丼戸側の痕跡と思わ

れる落ち込みが認められ、 2回以上の掘り直しが行われたものと考えられる。掘形の規模が大

きいのは、この掘り直しに起因するのであろう。

―-49-



第 1層から土師質小皿10枚 (5～ 14)。 大皿 1枚 (15)が出土しており、出土地点のわかる

7枚をみると、意図的に並べられた様な状況である。このうち 3枚は曲物の上位に位置してお

り、正位で 5と 15を並べ、 15の上に逆位の 8を重ねている。また第 3層中の曲物上位からは、

ほぼ完形の瓦器椀 1点 (18)が横位で回縁部を北東に向けて出土している。これらの土器は井

戸廃絶時の何らかの祭祀に関するものである可能性が考えられる。

出土遺物 (5～22)の 時期は平安時代末頃に比定される。

′く

′く＼ 山物の痕跡

A―坐挫

70m
B―

o                    2m

第7図 SEl平・断面図 (S=1/50)

SKl

南区の西部で検出したが、西側はSDlと の境が明確に捉えられなかった。平面形は直径約

5,Omの円形を呈すると考えられる。深さ約50cmを測り、断面形状は逆台形で底部が平 らな形

＋
Ｂ４

む含ンガ
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44

第8図 SEl出土遺物 (S=1/4)

状を成す。埋土は上から灰褐色細砂混じり粘質土、暗青灰色粘上、暗灰青色細砂混 じり粘土で

ある。底部の中央付近に、直径約50cm・ 深さ20cmを測り、青灰色細砂混じり粘土の埋土をもつ

落ち込みがある。これを曲物井戸の枠の痕跡と考えるならば、当土坑はSElと 同様の井戸で

あった可能性がある。

出土遺物 (23～ 40)の時期はほぼ平安時代中棄以降に比定される。38は底部糸切りの須恵質

鉢で、焼成は不良である。形態的に篠窯産の可能性がある。40の土師質羽釜はやや時期が下る

と考えられ、当遺構の埋没過程の混入と思われる。

SDl

南区を東西方向に横断する溝である。幅3.5m～ 5,4m、 深さ20cm～50cmを測り、底のレベル

は西部が低くなっている。断面皿状を呈し、埋土は褐灰色系の粘質土～粘土である。中央部の

上層では拳大～人頭大の石の散乱がみられた。出土遺物 (41～44)は平安時代頃に比定され、

図化しえなかったが円筒埴輪片も出土している。

なおsDlは 、後述のNRl・ 2の最終段階の堆積部分であるとも考えられる。

玩
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25

SKl出土遺物

|

(S=1/4)

o                                     20cm

第10図  SD l出 土遺物 (S=1/4)

NRl

北区西部で左岸を検出した。検出レベルは標高7.3m～7.4mを測る。ほぼ南北方向の河チ||で、

第 6層暗褐灰色粘質土を肩としているが、南区ではこの第 6層は認められなかった。南部でみ

られた暗灰青色系粘土～粘質シルトを河床とした。規模は検出長約9.7m・ 深さ0.8m～1.3m以

上を測り、河床は北東部が深くなっている。堆積土は褐灰色～灰色系の細砂 。粗砂であり、最

Ⅷ
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Ⅲ 小阪合遺跡第20次調査

0                  10cm

第11図 第 4層出土遺物 (S=1/4)

0                                       20cm

第12図  NRl出 土遺物 (S=1/4)

上層は固く締まっている。NRl上面で検出したSWlが河川埋没後のものであることから、
平安時代後半には河川としての機能を停止していることがわかる。なお、このNRlの下層に

も後述する河川 (NR2)の堆積が続いている。

出土遺物には、古墳時代前期末頃の時期に比定される布留式期新相の上器 (56～ 62)の他、

木製品では横槌 (63)が出上している。

． 　

　

　

　

　

　

　

５５

ｍ
ｗ

ｏ
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横槌 (63)は河川の底部北端、傾斜部との際で出土した。大型のもので、柄部は欠損してお

り、残存長32.4cmを 測る。頭部は断面約9 4cm× 8 3cmの方形を呈し、長さ27,4 cmを測り、中央

部が細くなっている。頭部と柄との間は面取りが施されている。頭部の中央付近には溝状の使

用痕が認められ、また線状の刃物痕のような痕跡もあり、これは加工痕とも考えられる。

NR2

北区全域と南区のほぼ全域を占める河川で、南区南東部で右岸を検出した。検出レベルは標

高約7.4mを測る。規模は幅12m以上を測り、南西一北東の流路方向をもつと考えられ、暗灰

黄褐色系の固く締まった微砂～粗砂を肩としている。堆積土は大まかにみると、上層が暗灰青

色系粘土～粘質シルト、中層が灰黄褐色系のシルト～粗砂の互層、下層が青灰色系の粘土～シ

ルトである。上層は北区のみに堆積しており、NRlの河床とした層である。下層とした粘土

層は南区の北西部と北東部で確認したが、底部までの掘削は断念したため深さは不明である。

全体的に砂層と粘土層が複雑な堆積を呈するものであり、上～下層は明確には分層できない。

北区で検出したNRlは、このNR2の上層部分にあたると考えられるが、南区の調査では

NRlの範囲は明確にはできなかった。このためNRlに相当すると考えられる砂層も含めて

NR2と した。

河川堆積土からの出土遺物には、古墳時代前期後半と中期後半の時期に比定される土器 (64

～137)や 木製品 (138～ 143)があり、ベースとした砂層には摩耗した弥生時代の土器が少量

含まれている。このうち南区出上のもの (83～ 97・ 112～ 137)については、前述の理由からN

Rl出土遺物として捉えられるものも含まれよう。中期後半に比定されるものには83～87の須

恵器や89・ 118の上師器がある。118の形態は明らかに須恵器を模したものと考えられる。これ

らは南区の上層から出土している。

不明木製品 (138)イよ、北区NRl掘削時に底部と傾斜部との際で一部が検出されていた。

北区南端の上層、NRlの河床を形成する暗灰青色粘土・粘質シルト層 (植物遺体を含む)～

黄灰色細砂の互層上面付近から、A面を上にしてほば水平な状況で出土した。出土レベルは標

高約6.90mである。長方形の板材で、法量は長辺118.5cm・ 短辺14.5cm～ 12 5cm・ 厚さ4.8cm特37

cmを測る。木材は樹木の叉部分を使用しており、片方の側面に長さ約19.5cmに わたる枝を残し

ている。この枝部分の表面は滑らかであり、磨かれたものか、あるいは二次的に摩滅した (把

手のように握る部分 。何かを巻きつけての使用等が考えられる)も のである可能性もある。板

部の幅は枝より上部が広くなっている。板部には二か所に長方形の柄穴が貫通している。柚穴

には桜 (?)の皮と、厚さ約0,7cmの扁平な楔形の木片が遺存しており、何かに結束したのち

固定するために柄穴を充填していたという状況である。またA面の枝側には二か所の凹みがあ

る (イ 。口)。 加工痕はA面と枝の根元付近に数か所が確認できるが、明瞭なものではない。
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第19図  NR2上層 (北区)出土遺物(S=1/4)
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第 14図  NR2上 層 (南区)出土遺物 (S=1/4)

類例をみないが、形状から準構造船の舷側板材である可能性を考えている。この場合、柄穴

は船底部と結束するためのもので、枝部分が櫂の支点となる突起部と思われる。他に扉材や権

などの用途も考えられよう。

なお当調査地から西に約 3 kmに位置する久宝寺南遺跡の調査で、準構造船の一部が検出され

ているが、これに伴って出土し、舷側板の可能性があるとされている板材は、枝部は無いもの

の法量 (長辺121cm・ 短辺21cm・ 厚さ 2 cm)や柄穴の状況が類似 しているようであ
唸ぎ3

横櫛 (139)は北区南東部の上層、 NRlの 河床を形成する暗灰青色粘土～粘質シル ト層

(植物遺体を含む)か ら出土 した。出土 レベルは標高約6.61mを測る。挽歯の横櫛で、棟の一

端が欠損している。法量は縦5.lcm・ 横8,9cmを測り、厚さは棟中央が最大となり1.lcmを測る。

棟部断面は丸みをもち、歯部は棟とは段を成して薄くなり、歯先に向かって細 くなっている。

歯数は23本で密度の粗いものであり、歯は丁寧に削られている。なお棟の表面には黒漆が塗 ら
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け少|

_Ⅲ____2楷 m

第15図  NR2下 層 (北区)出土遺物 (S=1/4)

れている。時期は、河川出土ということから断定はできないものである。しかし共伴遺物 (64

～82)及び上位のNRl出土遺物 (56～ 63)は布留式期新相に比定されるものであり、また南
区のNR2出土遺物 (83～ 97・ 112～ 137)か らも、 5世紀代を下るとは考えられず、横櫛とし
ては最古例となる可能性がある。

註 4

不明木製品 (140)は南区北東部の上層にあたる青灰色シルトと暗灰黄色細砂の互層から出

土した。方形の環状を呈する精製品で、法量は縦11.Ocm・ 横11 3clll・ 厚さ1.5cm～ 2.lcmを 測る。

両側部に直径約 5 mmの穿孔を施している。141は六角形に面取りされた棒状製品で、下端は欠

損している。長さ23.7cm・ 径約1,Ocmを測る。142は長さ27.2cm・ 幅約5.6cm。 厚さ約1 8cmを測

る板状製品で、上部の両側が快り込まれている。また表面は火を受けて焦げている。織機部品

の可能性がある。143は断面楕円形の木材を使用した杭の下部である。表面には樹皮が遺存し、

加工は先端部のみで、五角形に面取りされている。長さ39.9cm・ 最大径7.7cmを 測る。
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第16図  NR2上層～下層 (南区)出土遺物 (S=1/4)
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Ⅲ 小阪合遺跡第20次調査

AN隠
隠隠翌々

A′ A―

R2上層 (北区)出土遺物 (S=1/6)
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Ⅲ 小阪合遺跡第20次調査

第 3章 出土遺物観察表

ヨ駿馨写器 種 出土地点 協摺; 異讐色調 外内 胎   土 焼成 技 法 ・ 形 態 等 の 特 徴
存
考

残
備

1 土師質

皿

北区

S l1/1
乳茶色 やや密 良好 内外面ナデ。

ほぼ完形

2 土師質

皿

北区

SWl
乳茶色 やや密 良好 内外面ナデ。

ほば完形

3 土師質

皿

北区

SWl
乳茶色 やや密 良 好 内外面ナデ。

ほぼ完形

4 土師質

皿

Jと区

SW]
乳茶色 やや密 良好 内外面ナデ。

%
反転

5 土師質

皿

南区

SEl
淡茶灰色 密 良好 内外面ナデ。

ほぼ完形

6 土師質

皿

南区

SEl
淡茶灰色 密 良好 内外面ナデ。

完 形

7 土師質

皿

南区

SEと

91
14 淡茶灰色 密 良好 内外面ナデ。

ほぼ完形

8 土師質

皿

南区

SEl
淡茶灰色 密 良好 内外面ナデ。

完形

9 土師質

皿

雨区

SEl
淡茶灰色 密 良好 内外面ナデ。

元形

10 土師質

皿

南区

SEl
乳茶色 やや密 良好 内外面ナデ。

ほぼ完形

11 土師質

皿

南区

SEl
淡茶灰色 密 良好 内外面ナデ。

ほぼ完形

12 土師質

皿

南区

SEl
淡茶灰色 密 良好 内外面 ナデ。

完形

土師質

皿

南区

SEl
淡茶灰色 密 良好 内外面ナデ。

%

反転
14 土師質

皿

南区

SEl
明淡褐色 密 良好 内外面ナデ。

%

叉転
15 土師質

皿

南区

SEl
淡茶灰色 密 良好 内外面 ナデ。

ほぼ完形

瓦器

椀

南区

SEl
灰黒色

乳灰色
密 良好 内外面ヘラミガキ。

%

反転
17 土師器

椀

南区

SEl 高台径  (34)
明乳茶色 やや粗 良好 不明。

底部 %

反転

18 瓦器

椀

南区

SEl 高台径
黒色 密 良好 再暑賽き∈ヱヨζ

夫ちで琴筆F法銚鼻喬李要:
ほぼ完形

瓦器

椀

南区

SEl
灰黒色 密 良好 内外面ヘラミガキ。

%

叉転

須恵質

鉢

南区

SEl
灰白色 密 良好 内外面回転ナデ。 睡4ヽ

土師質

羽釜

南区

SEl

(270)
黄掲色

やや粗 1～ 5

く含愁粒
を多良好 不明。 ‰

反転

土師質

羽釜

南区

SEl
暗茶褐色

５

多¨
を
１
粒
粗
砂
む

や
の
含

や

剛
く

良好 内外面ナデ。内面煤付着。

1/8

反転
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自物番拝
剰版番兵

器 種 出土地点 綴毬簾
色調 外
内
胎  土 焼成 伎 法 ・ 形 態 等 の 特 徴

残 存
備 考

土師質

皿

南区

SKl
乳茶灰色 密 良好 内外面ナデ。

%

反転

上自下質

皿

南区

SKl
乳灰茶色 密 良好 内外面ナデ。

回縁光欠損

灰転

２５

　

エ
ハ

土師質

皿

南区

SKl
乳灰茶色 密 良好 内外面ナデ。

χ

26 土師質

皿

南区

SKl
乳茶灰色 密 良好 内外面ナデ。

毛形

土師質

皿

南区

SKl

(100)
乳茶灰色 密 良 好 内外面ナデ。

%

反転

28 土師質

皿

南区

SKl

(102)
16 乳茶灰色 密 良 好 内外面ナデ。

乃

反転

土日F質

皿

南区

SKl

(96)
11 平L茶灰色 密 良好 内外面ナデ。

%

反転

土師質

皿

南区

SKl

(146)
31 淡茶灰色 密 良 好 内外面ナデ。

%

反転

黒色土器

椀

南区

SKl

(156)
暗灰茶色 密 良好 不明。

%

反転

黒色土器

椀

南区

SKl
(150)
暗黒褐色 密 良好 内外面ヘラミガキ。日縁部外面黒斑。

%

反転

黒色土器

椀

南区

SKl

(132)
乳灰褐色

密  2～ 5 mm
の砂粒を含む 良好 内外面ヘラミガキ。

%

反転

34 土師質

台付 Ell

南区

SKl 高台径
明乳茶色 やや粗 良好 内外面ナデ。

完形

土師質

鉢

南区

SKl
乳茶色 やや粗 良好 不明。

%

反転

36 土日下質 南区

SKl 底径
淡茶色 やや粗 良好 脚部外面～据部内面ナデ。脚部内面 しばり日。

脚部完存

37 須恵質

台付皿

南区

SKl

(116)
23

高台径  (70)
乳灰色 密 良好 内外面回転ナデ。底部糸切 り。

転

％
　
叉

38 須恵質

鉢

南区

SKl

(161)
56

底径   (76)
灰白色 密 良好 内外面回転ナデ。底部糸切 り。

転

％
　
叉

須恵質

底部

南区

SKl 高台径  (172)
淡灰色 密 良好 鏡苦会甲写r農累偽吾学チp面回転

ナデ。高台
転

％
　
反

土師質

羽釜

南区

SKl

(195)
鍔径   (262) 褐灰色

ｍ
を
う
粒

帥
勒
櫛

や
以
多

や
良
や
不 内外面ナデ。

‰

叉転

41 土師質

杯

南区

SDl

100
27 淡茶灰色 密 良好 内外面ナデ。

よば完形

黒色土器

椀

南区

SDl 高台径   745
乳茶色 やや粗 良好 不明。

氏部完存

須恵質

底部

南区

SDl 高台径  (126)
淡灰色 やや密 良好 外面回転ナデ。内面ナデ。

%

反転

七

土師質

羽釜

南区

SDl
乳茶色 やや粗 良好 回縁部～努部外面 ヨコナデ。体部ナデ。

%

反転

土師質

皿

南区

第 4層
暗乳茶色 やや粗 良好 内外面ナデ。

ほぼ完形
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Ⅲ 小阪合遺跡第20次調査

番
番
物
版 器  種 出土地点 鶴』賭 色調 外内 胎   土 焼 成 技 法 ・ 形 態 等 の 特 徴 残 存

備 考
土師質

皿

南区

第 4層
暗乳茶色 やや粗 良好 内外面ナデ。

%

一部反転

白磁

椀

南区

第 4層
淡灰緑色 密 良好 内外面回転ナデ。

極小

反転

須恵器

杯身

南区

第 4層

(161)
41

高台径  (118)
淡灰黒色 密 良好 内外面回転ナデ。

%

反転

土師器

甕

南区

第 4層

(151)
明乳茶色 やや粗 良好 回縁部 ヨコナデ。肩部ナデ。

%

反転

土師器

甕

南区

第 4層

(181)
橙褐色

の
合
剛
く
５
多
”
を
１
粒
密
砂
む

良好 不明。
%

貶転

51 須意器

蓋

南区

第 4層
淡灰緑色 密 良好 回転ナデ。緑釉あるいは灰釉の可能性あり。

1/8

反転

52

七

緑釉

皿

南区

第 4層 高台径  (65)
乳茶色 密 良好 回転ナデ。底部糸切 り。

%

貶転

土師器

把手

雨区

第 4層

長さ
中目
厚さ

嗜褐橙色
密  1 5mm以
下の砂粒を多
く含む

良好 ナデ。

土師器

担手

雨区

第 4層

長さ
幅
厚さ

灰黒赤色
下
くｍ以移‐５ｍ蠅

む

密
の
含

良好 ナデ。

土師質

土錘

南区

第 4層

さ
径
長
直 淡茶灰色

下
くｍ以移３５ｍ蠅む

密
の
含

や
良
や
不 ナデ。

ほぼ完形

土師器 】ヒ区

NRl
茶橙色 密 良好 回縁部ナデ。底体部ナデ。

回縁一部歩
隈

57

七

土師器 北区

NRl
子L茶灰色 密

や
良
や
不 屏祭闘咎1尼民す万女守F↑任排套争部外面

ハ
体部最大径 (92)

%
一部反転

土師器 北区

NRl
(91)
明乳茶色 やや粗 良好 畢F普拿原善ズ茅〔濁書費口房ヌオFヽ 内面ナ

1/a

反転

土師器

鉢

北区

NRI
(120)
51 明乳茶色 やや粗 良好 不明。

1/5

Fx転

土師器

高杯

北区

NRl

(158)
明乳茶色 ややIE 良好

杯部 %

反転

土師器

高杯

北区

NRI 底径   (138)
淡茶灰色 密 良好 嬰,腎咎夏念笙と甲甲全Fや石サ与F聖会冤F 脚部 %

一部反転

土目下器

高杯

北区

NRl 底径
明橙褐色 密 良好

脚柱部外面ヘラミガキ、内面ヘラケズリ。据部
ヨコナデ。

脚部4/5

64

七

土師器 区
Ｒ
層

北
Ｎ
上

(90)
875 乳黄茶色 密 良好

回縁部 ヨコナデ、底体部外面ハケ、内面ナデ。
体部最大径 102

日縁光欠干

一部反転

65

七

土師器 区
Ｒ
層

北
Ｎ
上

淡茶色 やや粗 良好 界経巽分口禽吾iε太ラ字雰号F辛圧子套「
部

体部最大径 98

まば完形

土師器 区
Ｒ
層

北
Ｎ
上

淡茶灰色 密 良好 夢姿り令円善宴ヲテ奏丁:寮醤薫盈下位
ヘラ

体部最大径 110

回縁部欠拶

一部反転

67

七

土師器

甕

区
Ｒ
層

北
Ｎ
上

黒灰色 密 良好 曇景臀g三をこ予響F凛昂菖貫蓬更|〕姿▼と`
ヽ
貫

土師器

甕

区
Ｒ
層

北
Ｎ
上

(146) 淡橙灰色

淡灰茶色
密 良好 回縁部ハケ。肩部外面ハケ、内面ヘラケズリ

回縁 ‰

反転

土師器

甕

区
Ｒ
層

北

Ｎ
上

明黄褐色 径 良好 77舜岳晨各蚤肩部外面ナデ。内面
ヘラケズ日縁完存
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旨物番
=�版番彊 器 種 出土地点

法量(cm)日径
(復元値)器 高

色調 外
内
胎  土 焼成 技 法 ・ 形 態 等 の 特 徴

残 存
備 考

70

七

土師器

甕

区
Ｒ
層

北
Ｎ
上

(171)
淡茶灰色

下
く
以
多
ｍ
を
２
粒砂
む

密
の
含

良好

回縁部外面 ヨコナデ、内面ナデ。肩部外面ハケ、
内面ヘラケズリ。外面煤付着。

口縁%

反転

71

七

土師器

甕

区
Ｒ
層

北
Ｎ
上

(156) 茶褐色

灰茶色

密  1 5mm以
下の砂粒を多
く含む

良好

口縁部 ヨコナデ。肩部外面 タタキ、内面ナデ。
外面煤付着。

口縁 %

反転

土師器

甕

区
Ｒ
層

北
Ｎ
上

(166) 暗黒褐色

茶橙色
良好

回縁部 ヨコナデ。肩部外面ナデ、内面ヘラケズ

リ。外面煤付着。
極小

反転

73

ノ(

土師器

甕

引ヒ区
NR2
上層

(186)
褐灰色

密 05～ 2nロ
以下の砂粒を
含む

良好 7弩与とこ三吾茅移螂 軍ケヽ吾凍イ早薯「
ラケズ

体部最大径 (295)

%

反転

土師器

鉢

区
Ｒ
層

北
Ｎ
上

(160)
淡茶灰色 良好 回縁部～体部ヘラミガキ。底部外面ヘラケズリ

回縁
1/5

反転

75

ノ(

土師器

高杯

北区
NR2
上層

(156)
茶灰色 良好 曇鍮舜罷スなF商煙爺察唇癸9で分ヱざA善子

デ。杯部外面黒斑。三方孔。

杯部 %

一部反転

76

ア`

土師器

高杯

区
Ｒ
層

北
Ｎ
上

171 淡茶灰色

淡茶褐色

下
量
以
少
ｍ
を
３
粒砂
む

密
の
含

良好 杯部外面ハケ、内面上位 ヨコナデ、下位ハケ。
杯部拠

土師器

高杯

区
Ｒ
層

北
Ｎ
上

淡灰茶色

淡灰橙色

下
量
以
少
画
を
１
粒砂
む

密
の
合

良好 FttP織吾黛符警F縁
端部ヨコナデ。体部内面杯部ほtF気

形

土師器

高杯

北区
NR2
上層

(228)
乳橙色 やや粗 良好 回縁部ヨコナデ。日縁端部内面ハケ後ヘラミガ

キ。

極小

反転

土師器

高杯

区
Ｒ
層

北
Ｎ
上

(234) 淡乳橙色

暗褐色
密 良好

回縁部 ヨコナデ後ヘラミガキ。体部外面ナデ、
内面ナデ後ヘラミガキ。

杯部 %

反転

土師器

高杯

区
Ｒ
層

北
Ｎ
上 底径   98

茶橙色 密 良好 ナデ。
脚部

4/5

土師器

高杯

区
Ｒ
層

北
Ｎ
上 底径   (127)

明黄褐色 密 良好 外面ハケ。内面ナデ。
脚部 %

一部反転

土師器

高杯

区
Ｒ
層

北
Ｎ
上 底径

淡灰赤色 密 良好 夢計籍票ゑ吾)、字F禽累売吾チ子伊
柱部外面ナ回縁部欠干

一部反転

須恵器

杯蓋

区
Ｒ
層

南
Ｎ
上

(144)
50 淡灰色 密 良好

口縁部～内面回転ナデ。天丼部外面回転ヘラケ
ズリ。

%

反転

84

/代

須恵器

杯蓋

区
Ｒ
層

南
Ｎ
上

(124)
36 暗灰色 密 良好

回縁部～内面回転ナデ。天丼部外面回転ヘラケ
ズリ。

%

反転

85

/(

須意器

杯蓋

区
Ｒ
層

南
Ｎ
上

123
435 灰色 密 良好

口縁部～内面回転ナデ。天丼部外面回転ヘラケ
ズリ。

1/2

-部反転

86

ノ(

須恵器

杯蓋

南区
NR2
上層

暗灰色 密 良好

口縁部～内面回転ナデ。天丼部外面回転ヘラケ
ズリ。

ほぼ完形

87

ア`

須恵器

杯蓋

区
Ｒ
層

南
Ｎ
上

118
47

つまみ径 (42)
淡灰色 密 良好 内外面回転ナデ。

ほぼ完形

一部反転

88

ノ(

土師器

壷

区
Ｒ
層

南
Ｎ
上

灰茶色 やや粗 良好

回縁部 ヨコナデ。体部外面ハケ後ナデ、内面ナ
デ。底部外面ヘラケズリ。

 体部最大径 H75

回縁 3/4欠モ

ー部反転

89

/(

土師器

壷

区
Ｒ
層

南
Ｎ
上

(117)
163 明黄褐色 密 良好

回縁部外面ナデ、内面ハケ。体部外面ハケ、内
面ハケ後ナデ。

      体部最大径 150

口縁 %欠を

一部反転

90

/(

土師器

壺

区
Ｒ
層

南
Ｎ
上

暗乳茶色 やや粗 良好 底体部外面ハケ。
     体部最大径 101

ほぼ完形

91

/(

土師器

壷

区
Ｒ
層

南
Ｎ
上

暗灰茶色 やや粗 良 好

回縁部 ヨコナデ。底体部外面ヘラケズリ、内面
ナデ。

ほぼ完形

92

九

土師器

甕

区
Ｒ
層

南
Ｎ
上

橙褐色 密 良 好 肩部外面ハケ、内面ヘラケズリ。

回縁ほば易
存
一部反転
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Ⅲ 小阪合遺跡第20次調査

重罐馨罵器  種 出土地点 湯』鰭 色調 外内 胎  土 焼成 技 法 ・ 形 態 等 の 特 徴
存
考

残
備

土師器

甕

区
Ｒ
層

南
Ｎ
上

灰茶色 やや粗 良好 7伊苦忌累森肩著r部外面
ナデ、内面ヘラケズ%

反転
94

九

土師器

高杯

区
Ｒ
層

南
Ｎ
上

明乳茶色 やや粗 良好 口縁部ヨコナデ。体部外面ハケ。内面ナデ。
杯部ほぼ気
存
一部反転

95

九

土師器

高杯

区
Ｒ
層

南
Ｎ
上

乳茶色 やや粗 良好 体鍮夢守 昌み累勲昆
「

部外面ハケ、内面ナ九 杯部 %

一部反転

土師器

高杯

区
Ｒ
層

南
Ｎ
上

(1365)
明乳茶色 やや粗 良好 日で幹旱Fナ

デ。体部外面ナデ。内面放射状ヘ 不部ほばテ
字
ー部反転

土師器

高杯

区
Ｒ
層

南
Ｎ
上 底径   (107)

橙茶色 やや粗 良好 瞥彗プ勢写禽孟二注大歩窪写「
ラケズリ。裾部御部%

一部反転

土師器 北区
NR2
下層

明黄灰色 密 良好 口縁部内面～肩部外面ヘラミガキ。
口縁 %

反転

土師器 北区
NR2
下層

暗灰茶色 やや粗 良好 内綴巽号屏奏〒き肩部外面
ハケ後ヘラミガキ、回縁 1/5

灰転

土師器 北区
NR2
下層

茶橙色

茶赤色

密  2 mm以 下
の砂粒を含む 良好 厚要今Fヨ

コナデ。底体部外面ハケ、内面ヘラ

土師器

甕

北区
NR2
下層

明黄褐色 密 良好 ∇景舜吾晨各豊肩部外面
ハケ、内面ヘラケズ日縁 1/4

反転

土師器

甕

北区
NR2
下層

暗黒褐色

茶橙色

密 1 5mm以 下

含慇粒を少量良好 付響計
ヨコナデ。肩部内面ヘラケズリ。外面煤 五/1ヽ

更転

‐０３
　
九

土師器

墾

北区
NR2
下層

乳灰茶色 やや粗 良好 面綴群暑Fナ
デ。肩部外面ハケ、内面ナデ。外 回縁 1/5

叉転

土師器

甕

北区
NR2
下層

(192)
暗茶色 やや粗 良好 ∇「

部ヨコナデ。肩部外面ハケ、内面ヘラケズ口縁 1/8
反転

土師器

菱

北区
NR2
下層

(172)
黄茶色 やや粗 良好 日縁部 ヨコナデ。肩部外面 タタキ、内面ナデ。

回縁
1/5

反転

弥生

台付甕

北区
NR2
下層 底径   72

明赤褐色
密  1～ 3 mm
の砂粒を含む 良好 饗宴評

外面 タタキ後上位ナデ、内面ハケ後下位 脚部完存

土師器

器台

北区
NR2
下層

淡橙褐色 密 良好 亨稜字暴∫需蔀警兜誠なFヘ
ラミガキ、内面ハ3/4

-部反転
‐０８
　
九

土師器

高杯

区
Ｒ
層

北
Ｎ
下

明乳褐色 密 良好 只場で斧年静
ヘラミガキ。体部外面ハケ、内面不部 %

更転

土師器

高杯

区
Ｒ
層

北
Ｎ
下

淡乳茶色 やや粗 良好
:ヨミ啓含唇書う雪会ラミ雰車t闘モ醍ェス詩

豚部 a/4

-部反転
土師器

高杯

区
Ｒ
層

北
Ｎ
下

(225)
乳茶色 密 良好 呂鐙史茅Γ

コナデ。日縁外面ハケ後ヘラミガキ。極小
反転

111 土師器

高杯

区
Ｒ
層

北
Ｎ
下

淡茶灰色 密 良好 回縁部ハケ後ヘラミガキ。
極打ヽ

叉転

112

九

土師器 南区

NR2
明乳茶色 やや粗 良好 回縁部ヨコナデ。底体部外面

旬峯弟豊罵ご そ 1

日縁%欠拶

土師器 南区

NR2
灰茶色 やや粗 良好 ヌ綴計

ヨコナデ。底体部外面ハケ、内面ヘラケ 1/5

反転

土師器 南区

NR2
暗灰茶色 やや粗 良好 ヨコナデ。

回縁%

叉転

土師器 南区

NR2
淡茶橙色 密 良好 日縁部 ヨコナデ後内面ヘラミガキ。

口縁 %

反転
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童物番拝
超版番
=
器  種 出土地点

法量 (crn)日径
(復元値)器 高

色調 外
内
胎   土 焼成 技 法 ・ 形 態 等 の 特 徴

残 存
備 考

116 土師器 南区

NR2

(184)
淡乳茶色 やや粗 良好 回縁部 ヨコナデ。頸部外面ハケ、内面ナデ。

更転

土師器 南区

NR2

(205)
乳褐色 密 良好 不明。

]縁 %

更転

118

九

土師器 南区

NR2
(112)
164 乳茶色 やや粗 良好 口縁部 ヨコナデ。底体郁ナデ

弓濯罰暫癸を 157

日縁%欠干

一部反転

H9

九

土師器

甕

南区

NR2

127
灰褐色 密 良好 覆伊饗F民吾衰▼少雰(,ζ舞岳撫符馨含

面ハケ%

土師器

変

南区

NR2

(144)
乳灰褐色 やや粗 良好

□縁部ヨコナデ。体部外面ハケ、内面ヘラケズ
リ。

回縁 %

反転

土師器

甕

南区

NR2

(1385)
乳茶色 やや粗 良好 ナデ。体部外面 タタキ残る。

回縁 %

反転

土師器

甕

南区

NR2

(170)
晴灰茶色 ややIE 良好 回縁部 ヨコナデ。

回縁 /5

反転

123

九

土師器

甕

南区

NR2
黒茶色 ややXE 良好

□縁部 ヨコナデ。口縁端部外面下位に 1条の沈
線。体部外面ハケ、内面ヘラケズリ。

回縁 %

「

k転

土師器

甕

南区

NR2
乳黄茶色 やや粗 良好 回縁部ヨコナデ。体部外面ハケ、内面ナデ。

回縁
1/8

反転

土師器

甕

南区

NR2
乳茶色 やや粗 良好

回縁部ヨコナデ。肩部外面ナデ、内面ヘラケズ
リ。

口縁%

反転

土師器

甕

南区

NR2
乳茶色 やや粗 良好 口縁部 ヨコナデ。肩部外面 タタキ、内面ナデc

日縁
1/8

反転

土師器

高杯

南区

NR2
乳灰褐色 密 良好 回縁部 ヨコナデ後内面放射状ヘラミガキ。

日縁 %

反転

123

九

土師器

高杯

南区

NR2
暗赤茶色 やや粗 良好 冴撃徘閃含象符薯伊

部ナデ、内面放射状ヘラミ杯部完存

土師器

高杯

南区

NR2

1245
明乳茶色 やや粗 良好

口縁部ヨコナデ。体部ナデ。杯部内面放射状ヘ

ラミガキ。
杯部完存

土師器

高杯

南区

NR2
(134)
灰茶色 やや粗 良好 口縁部 ヨコナデ。体部ナデ。

杯部%

一部反転

131

九

土師器

高杯

南区

NR2
明灰茶色 やや粗 良好

杯部ナデ。体部～脚部間外面ハケ。口縁部外面
黒斑。

杯部ほ
`ぎ

勇
存

土師器

高杯

南区

NR2
暗乳茶色 やや粗 良好 回縁部ヨコナデ。体部ナデ。

杯部 %

一部反転

土師器

高杯

南区

NR2

(172)
淡乳茶色 やや粗 良好 回縁部 ヨコナデ。

回縁%

叉転

134

九

土師器

高杯

南区

NR2

(163)
灰橙褐色 密 良好 ヘラミガキ。

不部
1/2

-部反転

土師器

高杯

南区

NR2 底 径 (121)
灰乳茶色 やや粗 良 好 脚部外面ヘラミガキ。脚柱部内面 しばり目。

脚部 %

一部反転

土師器

高杯

南区

NR2 医径   100
灰茶色 やや粗 良好

脚柱部外面ヘラミガキ、内面 しばり目。裾部 ヨ
コナデ。

陣部%

土師器 南区

NR2
暗茶褐色

やや粗 1～ 3
mIの砂粒を多
く含む。

良好 外面ナデ。内面ヘラケズリ

一部反転
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Ⅲ 小阪合遺跡第20次調査

第 4章 まとめ

今回の調査では古墳時代前期から平安時代の遺構 。遺物を検出した。

遺構としては平安時代後期から末頃の井戸等の集落遺構があり、西側の第 8次調査第 2調査

区で確認されている平安時代末～鎌倉時代の集落の東への拡がりが確認された。曲物井戸 SE
lは、数回の掘り直しが行われた後に埋められたようで、遺物の出土状況は井戸祭祀の様相を

知るうえで重要なものであった。またピット等の建物に関連する遺構は認められず、当地は居

住域としては利用されていなかった可能性がある。

河川堆積土からは古墳時代前期から中期の遺物が出土 している。東部に隣接する第 8次調査

第 3調査区と同様、ほぼ調査区の全域を占めるNR2の 検出により、当地は古墳時代中期頃ま
では大規模な河川の流路上にあることが確認された。北西部の同第 2調査区北部で検出されて

いる古墳時代中期の集落域は、当地までは及ばないようである。この集落はNRl・ 2により

形成された自然堤防上に営まれていたと考えられ、遺構面の標高は当調査地よりも30cm～ 50cm

局くなっている。

NR2か らは横櫛が出土 している。古墳時代に盛行する櫛は竪櫛で、東歯式のものである。
挽歯式の横櫛の最古例では 6世紀末の資料として千葉県金鈴塚古墳出土品がある。また 7世紀

代では川原寺跡・飛鳥京跡、 8世紀以降では平城京跡等で横櫛が一般的になる。これらの例は

いずれも歯の細かいもので、 l cm当 り7～ 8本を数え、 8世紀以降さらに細かくなる傾向があ

り10本以上を数えるという。歯の構造に限ってみると、当横櫛はこれらとは趣を異にしており、

弥生時代後期の挽歯式の竪櫛である大阪府茨城市東奈良遺跡・同東大阪市巨摩廃寺遺跡出土例

に類似するものである。今回出土 した横櫛は、形態的には横櫛の初現であり、歯の製作技法は

これら弥生時代後期の挽歯式の竪櫛の系譜上に位置付けられるものと考えられる。
註 5

古墳時代後期から平安時代中期までについては明確な遺構は確認されなかったが、包含層中

には少量であるがこの時期の遺物がみられることから、集落は存続 していると考えられ、後世

の整地等により削平されているのであろう。

なお、当調査地から東に約30mの第18次調査では、標高6.6m～ 70mで弥生時代後期の水田、

6.Om以下で弥生時代中期の遺構面が検出されている。今回の調査では標高約60mま では河川

堆積が続いており、弥生時代後期の集落は当地までは拡がらないか、あるいは河川により削平

されている可能性が高い。
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註

註1 働八雇市文化財調査研究会「小版合造跡Jと
"9 0/k尾

市文イと財調査研究会報告拓

註2 醐八尾市来

“

財調査研究会『八尾市文イヒ財調査研究会年報 平成元年劇 11990
働/kE市文化財調査研究会報告船

註a 鰯大阪箕rヒ財センター・F久宝寺南 (その2)』 1987
註4 亀口 博「撃綺J  (F末永先生米壽記念献景識文集』信療考古学研究所内未永先生米妻記念会)
註5 前掲書 註4
奈良目立文化財研究所 F木器鎗成躙 1近畿古イ鞠 ■984

本聞元樹「詠生時代0綺J.(F大阪府下理蔵文イヒ財研究会く第2S口〉資料J1998J
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図 Ⅵ
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Ⅳ 東郷遺跡第33次調査 (T G90-33)



例

本書は、八尾市桜ケ丘 1丁目39で実施した共同住宅建設に伴う東郷遺跡第33次 (T G90-

33)の発掘調査報告である。

本書で報告する東郷遺跡第33次の発掘調査業務は、財団法人八尾市文化財調査研究会が前

田安弘氏から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 2年 4月 10日 ～ 5月 10日 にかけて実施 した。調査担当は4月 10日 ～30日 ま

で青木勘時、その後、調査終了まで高萩千秋・ 岡田清―があたった。調査面積は約200雷

である。

本書に関わる業務は、遺物実測―山蔦そのみ 。西岡千恵子、図面レイアウト・ トレースー

亀田 (旧姓村田)英子・市森千恵子、遺物写真 。本文の執筆―高萩が担当した。
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Ⅳ 東郷遺跡第33次調査

東郷遺跡第33次調査 (T G89-33)

1.は じめに

東郷遺跡は、八尾市の中央部にあたる本町 1・ 7丁目、東本町 1～ 5丁目。北本町 2丁 目・

光町 1・ 2丁 目・桜ケ丘 1～ 4丁目、荘内町 1・ 2丁目一帯に存在する弥生時代～近世に至る

複合遺跡である。地形の立地では旧大和川の主流である玉串川と長瀬川に挟まれた沖積地上に

位置する。標高は現在 (T,P十 )8～ 9mを測る。

周辺には当遺跡と同一沖積地上である複合遺跡が密集している。隣接する遺跡では西に佐堂

遺跡 。宮町遺跡、南に成法寺遺跡・矢作遺跡、南東に小阪合遺跡 。中田遺跡、北に山賀遺跡、

北東に萱振遺跡が確認されている。

当遺跡では現在までに数十次にわたる発掘調査が行われており、多大な成果をあげている。

特に古墳時代初頭 (庄内式期)か ら前期 (布留式期)にかけての集落遺構が確認されている。

当遺跡推定範囲の中央北部 (現在近鉄大阪線八尾駅前北側)で竪穴住居群等で構成される居住

域と方形周溝墓群等で構成される墓域が検出されており、当時の集落構成を知る上で貴重な資

料が現在までに得られている。

'図
 調査地位置図及び周辺図
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第2図 調査区設定図

2.調 査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は、共同住宅建設に伴うもので、八尾市教育委員会文化財課・当調査研究会

が当遺跡で実施 した第33次調査にあたる。

調査地は、当遺跡内の東部にあたり、第 7次調査地から西へ約40mの所に位置している。そ

の調査では吉墳時代前期～鎌倉時代に至る遺構・遺物が確認されている。また、平成 3年度に

市教委が実施 した遺構確認調査では古代寺院があったことを証明する7世紀～ 9世紀にかけて

の上器・瓦が多量に出土 している。

調査区は、建築工事の予定部分 (20× 10m)に設定し、現地表下05mま での上層を機械掘

削した。以下、0.5mま での土層を調査対象として入力掘削で実施した。

調査の結果、弥生時代後期～江戸時代に至る遺構 。遺物を検出した。

2)基本層序

調査区の基本層序は、第 2図に示すとおりで、現地表下約2.5mま でに存在する 7層を摘出

して基本層序とした。

第 1層 盛土。層厚約50cm。 区画整理事業の造成により整地した土層である。

第 2層 旧耕土。層厚15cm。 調査区北端部は低く、約40cmの段差がみられる。
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第 3層 床土。層厚10cm。 調査区南部では上面

から江戸時代の落込み状遺構が切り込ん

でおり、第 7層上面まで達している。

第 4層 黄褐色 (10Y R 5/6)砂質土。層厚

30cm。 平安時代前期の整地層で、調査区

中央部では鎌倉時代の落込み状遺構が上

面から切り込んでおり、第 6層まで達し

ている。

第 5層 褐色(10Y R 4/4)砂礫混砂質土。

層厚20cm。 弥生時代後期の包含層で、こ

の上面では古墳時代前期 (布留式古相)

に比定される遺構及び奈良～平安時代に

比定される遺構を検出した。

第 6層 黄褐色(2.5Y5/6)粘質シルト。層

厚15～ 20cm。

第 7層 にぶい黄褐色 (10Y R 4/3)砂礫。

層厚150cm以上。弥生時代後期以前の河

川の堆積上である。層厚及び下層状況を

確認するため、調査面から2m程度掘削

したが、砂層が堆積するのみであった。

また、遺物についても検出できなか っ

た。

Ⅳ 東郷遺跡第33次調査

盛土

旧耕土

にぷい黄褐色 (10YR 5/4)砂 質土
黄掲色 (10YR 5/6)砂 質土
掲色 (10YR 4/4)砂 礫混砂質土
黄褐色 (25Y5/6)粘 質ンルト
にぶい黄褐色 (10YR 4/3)砂 礫
江戸時代の落ち込み状遺構

中世の落ち込み状遺構

古墳時代～平安時代の遺構

第 3図 基本層序柱状図

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、弥生時代後期～近世に至る遺構・遺物を検出した。遺構は第 6層上面 (6.8m

前後)で検出した弥生時代後期に比定される土器集積 1箇所 (SW-1)、 第 5層上面 (7.Om

前後)で検出した古墳時代前期 (布留式古相)に比定される土坑 7基 (SK-1～ SK-7)、

奈良～平安時代に比定される掘立柱建物 5棟 (SB-1～ SB-5)、 小穴 (掘立柱建物の柱

穴も含む)138個 (SP-1～ SP-138)、 平安時代前期に比定される井戸 1基 (SE-1)、

鎌倉時代に比定される落込み状遺構 1箇所 (SO-1)、 江戸時代に比定される落込み状遺構

1箇所 (SO-2)を 検出した。出土遺物は、遺構及び包合層内から弥生時代後期～江戸時代
に至る遺物をコンテナ箱にして12箱分出土した。以下、各時代の遺構について記す。
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Ⅳ 東郷遺跡第33次調査

弥生時代後期

土器集積 (SW)

SW-1

調査区中央部の第 6層上面で検出した土器集積である。掘形の形状は確認されなかった。お

そらく後世によって削平されたのであろう。検出範囲は東西30cm、 南北80cmの長楕円形状で、

土器はすべて破片化していた。個体数は約37点前後を数え、器種には壺 (1～ 5)・ 甕 (7～

14)・ 鉢 (16～ 21)・ 有孔鉢 (23)。 高杯 (24～ 37)・ 器台 (15)等の弥生時代後期末の土器片が

みられる。このような検出状況は当調査区より北部へ約150mの第23次調査 (TG88-23)の 調

査でも確認されており、広範囲に弥生時代後期末の生活面が存在するものと思われる。

第 5図  SW-1平 面図
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第 6図  SW-1出 土遺物実測図 1
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第 7図  SW-1出 土遺物実測図 2
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古墳時代前期

土坑 (SK)

SK-1

調査区北東隅で検出した。北東部は調査区外に至り、

平面の形状は不明である。規模は検出部で、東西 lm

以上、南北0.8m以上、深さ20cmを 測る。断面は浅い

半円形を呈する。堆積土は 2層に分かれている。第 1

0                     1 0cm

第 8図 SK-1出 土遺物実測図

700m

1 暗褐色 (10YR 4/3)粘 質土
2.褐色 (75Y4/4)粘 質土
0                     1m

第9図  SK-2平 断面図

平面の形状は楕円形を呈する。規模は検出部で、東西 1.5

--76-―

層・第 2層である。遺物は、内部

から布留式首相に比定される高杯

(38)と その他に甕等の小片がご

く少量出土している。

SK-2

調査区の北東部で検出した。上

部は整地層及び現在の上層によっ

て削平されている。平面の形状は

楕円形を呈し、南東部は平安時代

前期の柱穴 (SP-12)に一部切

られている。規模は検出部で、東

西1.8m、 南北0.9m、 深さ30cmを

測る。断面は半円形を呈する。堆

積土は暗褐色 (10YR 4/3)粘

質土・褐色 (7.5Y4/4)粘 質

土である。遺物は、検出面よりや

や浮いた状態で布留式古相に比定

される壷 (39～ 41)・ 小型丸底壷

(51・ 52)・ 庄内式甕 (42・ 43)・ 布

留式甕 (45～ 47)。東部瀬戸内系甕

(48～ 50)と南部でSP-12に切

られている部分でも布留式甕 (40

。鉢 (53)の 破片が出上している。

SK-3

調査区中央部の東側で検出した。
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Ⅳ 東郷遺跡第33次調査

第10図  SK-2出 土遺物実測図
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700m

暗オリーブ掲色 (25Y3/3)粘 質土
黒褐色 (25Y3/1)粘 質土
黒褐色 (25Y3/2)粘 質土

0          1m

第11図  SK-3平 断面図

m、 南北1.15m、 深さ20cmを測る。堆積土は

暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)粘 質土・ 黒

褐色 (2.5Y3/1)粘質土・ 黒褐色 (2.5Y

3/2)粘 質土である。遺物は、内部から布

留式古相に比定される布留式甕等の小片がご

く少量出土 している。

SK-4

調査区中央の西側で検出した。平面の形状

は楕円形を呈する。 SK-5を 切り、平安時

代の小穴に切られている。規模は東西0,7m、

南北1.15m、 深さ15cmを 測る。断面は浅い半

円形を呈する。堆積土は明黄褐色 (10YR 6

/6)砂 混粘質上である。遺物は、内部から

布留式古相に比定される有孔鉢 (54)・ 布留

式甕 (55)の ほか小片で土器がごく少量出土

している。

SK-5

調査区中央の西側で検出した。東部はSK一

明責褐色 (10YR 6/6)砂 混粘質土

0          1m

第12図  SK-4平 断面図

＼`く罷三Ξ≧[!f三
```:そ

4

o                   10cm

第13図  SK-4遺 物実測図

700m

灰黄褐色

明黄褐色

灰黄褐色

(10YR 4//2)
(10YR 6/6)
(10YR 5//2)

砂混粘質土

砂礫混粘質土

砂

0          1m

第14図  SK-5平 断面図

悧Ⅷ
�
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Ⅳ 東郷遺跡第33次調査

4によって切られ、南部と北部は小穴に切られる。規模は検出部で、東西 lm、 南北 14m、

深さ20cmを測る。断面は浅い半円形を呈する。堆積土は灰黄褐色 (10YR 4/2)砂 混粘質土 。

明黄褐色 (10YR 6/6)砂礫混粘質土・灰黄褐色 (10YR 5/2)砂 で、内部には炭・ 焼土

魂が多量に含まれていた。遺物は、内部から布留式古相に比定される壺・鉢の小片が少量と砥

石 1点が出土 している。

翠甑＼
´

1 灰黄褐色 (10YR 5/2)砂 礫混
粘質土 (炭混)

2 灰黄褐色 (10YR 4/2)砂 礫混粘土

第15図  SK-6平 断面図

SK-6

調査区のSK-3～ SK-5の 南部で検出した。平面

の形状は南西―北東の方向に長い溝状の形状を呈する。

規模は検出部で、長径4.5m、 短径0.6mを測る。断面は

半円形を呈し、深さは南東側で10cm、 北東側で35cmを測

る。堆積土は灰黄褐色 (10YR 5/2)砂礫粘質土 。灰

黄褐色 (10YR 4/2)砂礫粘土で、内部には炭が多量

に含まれていた。遺物は、布留式古相に比定される壷・

布留式甕等の小片がごく少量出土している。

SK-7

調査区南部で検出した。上部は江戸時代の落ち込みで

削平されている。平面の形状は偏平な楕円形を呈 し、東 第16図

西1.3m、 南北05m、 深さ15cmを 測る。断面は浅い半円形を呈する。

(10YR 4/3)砂礫粘質土で、内部には炭・焼土魂が含まれていた。

式古相に比定される土師器の小片がごく少量出土している。

680m

にぶい黄褐色 (10YR 4//3)
砂礫混粘質土

lm

SK-7平断面図

堆積土はにぶい黄褐色

遺物は、内部から布留
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奈良～平安時代前期

掘立柱建物 (SB)

SB-1

調査区北部で検出した。主軸はほぼ南―北を示し、検出部の規模は 2間 × 1間で南西角の部

分のみで、北東部は調査区外に至るものと思われる。間隔は東西が2.Om、 南北が2.5mである。

柱穴の形状は隅丸方形で、一辺約0.6～ 1.lm、 深さ40～60cmを測る。このSB-1の 柱穴は調

査区内で最大の規模のものである。

ξ
l

∽
「

―

的
枷

暗オリーブ褐色 (25Y)粘質土

暗褐色 (10YR 3/3)粘 質土
黒褐色 (76Y)粘質土

第17図  SB-1平 断面図
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Ⅳ 東郷遺跡第33次調査

700m

1 暗褐色 (10YR 3/3)粘 質± 0         1m
(礫含む)

2 オリープ褐色 (25Y4/4)粘 砂土

第18図  SB-2平 断面図

SB-2

調査区中央で検出した。主軸はSB-1よ り僅かに東に振っている。検出部の規模は 2間

(34m)× 1間 (1.5m)以上で、西部は調査区外に至るものと思われる。間隔は東西1.5m、

南北が北から1.7m、 1.7mである。柱穴の形状は円形及び隅丸方形で、径30～55cm、 深さ30～

40cmを測る。

SB-3

調査区中央部で検出した。主軸はSB-2と ほぼ同一方向を示し、規模は 2間 (3.4m)×
2間 (3.8m)の 総柱の建物である。間隔は東西が西から3.35m、 3.45m、 南北が北から2m、

1.8mである。柱穴の平面形状は楕円形及び隅丸方形で、径30～ 70cm、 深さ25～ 45cmを 測る。

一
Ｅ
】
〇
〇
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責掲色 (10YR 5/6)砂 混粘質土
褐色 (10YR 5/2)～ (10YR 3/3)粘 砂土
黄褐色 (25Y5/3)粘 質土

2m

第19図  SB-3平 断面図
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Ⅳ 東郷遺跡第33次調査

tu 00と

700m

にぶい責掲色 (10YR 4/3)粘 質土 (礫含む)
オリーブ褐色 (25Y4/4)砂 混粘質土
黄褐色 (10YR 5/8)砂 混粘質土

第20図 SB-4平 断面図

断面はU字形である。遺物はSP-69か ら平安時代のものと思われる土器の小片がごく少量出

土している。

SB-4

調査区中央部で検出した。主軸はSB-3よ り僅かに東へ振っている。規模は 3間 (6m)
×2間 (4m)で ある。間隔は東西 2m、 南北 2mで ある。柱穴の平面形状は隅丸方形及び楕

円形で、径40～90cmを測る。断面はU字形及び逆凸形を呈する。遺物は出土しなかった。
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黒褐色 (10YR 2/2)粘 質土 (礫含む)
にぶい黄掲色 (10YR 5/4)砂 混粘質土

第21図 SB-5平 断面図

SB-5

調査区南部で検出した。主軸はSB-4と 同方向である。規模は 2間 (3.3m)× 1間 (2

m)以上である。間隔は東西が西から1.9m、 1,4m、 南北 2mである。柱穴の平面形状は楕円

形及び隅丸方形を呈し、径25～65cm、 深さ20～40cmを測る。断面はU字形を呈する。遺物は小

穴内から平安時代のものと思われる土器の小片がごく少量出土している。

井戸 (SE)

SE-1

調査区中央北で検出した井戸側を備えた井戸である。平面の形状は、掘形が円形で径1,75m、

井戸側の上部が方形で一辺0.9mを測る。下部では南北に長い楕円形の曲物 (1段 日)、 さらに

その中に入り込んだようになったもう一つの円形の曲物 (2段目)が備え付けていたのが確認

暗掲色 (10YR 3/3)粘 質土
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6.80m

6.80m

1.暗褐色 (75YR 3/3)細砂混シルト
2.暗灰色 (N3/ )粘質土
3 褐色 (10YR 4/4)礫 砂
4 暗褐色 (75YR 3/4)礫混シル ト
5.暗褐色 (75YR 3/3)微砂混シルト
6.暗赤褐色 (5YR3/4)粘 質土
7.灰色 (5Y5/1)シ ル ト
8.暗灰色 (10YR 3/4)礫 砂
9 暗音灰色 (loBG 3/1)粘質土
10.暗青灰色 (10BG 4/1)礫砂
11.黒褐色 (75YR 3/2)礫砂混シル ト
12.暗褐色 (loYR 3/4)シ ルト
13 暗褐色 (10YR 4/1)粘 質土

第22図 SE-1平 断面図

0          1m

暗褐色 (10YR 3/4)礫 砂混シルト
暗赤褐色 (5YR3/2)礫 砂混シルト
褐灰色 (5YR4/1)シ ルト
にぶい黄褐色 (10YR 4/3)礫 砂
褐色 (10YR 4/6)礫 砂
にふい黄褐色 (10YR 4/3)礫 混細砂
褐色 (10YR 4/6)礫 砂
暗灰色 (N3/ )砂礫混粘質土
暗褐色 (10YR4/4)粘 質土
23暗オリープ黒色 (10Y3/1)砂礫混粘質土
24,オ リーブ黒色 (75Y3/1)砂礫混粘質土

14.

15

16.

17

18.

19,

20

21.

22
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された。遺物は、掘形内から古墳時代後期～奈良時代に比定される土師器の杯 (56・ 57)・ 甕

(58～ 60)・ 羽釜 (61～ 66)・ 須恵器の杯 (67・ 69・ 70)・ 鉢 (71)・ 壷 (72)。 甕 (73～ 76)

破片、井戸側内から奈良～平安時代に比定される須恵器の鉢 (68)1点、底付の曲物 (径30cm、

高さ8 clll)1点 と、土器の小片、木片がごく少量出上している。また、井戸底から人頭大の石

1点が出土している。

― (0

む2

二砂鶴

牌M

件“
俸“

第23図 SE-1出 土遺物実測図 1
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の 9

π

第24図  SE-1出 土遺物実測図 2

/1ヽ穴 (SP)

SP-1～ SP-138

調査区内で138個 (掘立柱建物も含む)を検出した。平面の形状は、小さいもの (径 20～ 40

cm)に は円形が多く、大きいもの (径50～ 100clll)に は隅丸方形が多い。 これらの小穴内には

柱痕がみられ、多くのものは建物に関連する柱穴であると考えられる。ただ、調査面積の制約

があり、調査区内での規則的な配列をもつものは前述 した掘立柱建物 5棟が確認されただけで

ある。時期は、ほとんどが平安時代前期のものと考えられるが、整地層内には古墳時代後期～

奈良時代のものが多く含まれており、小数の小穴には平安時代前期よりやや下るものもあると

思われるが、調査では明確にできなかった。

//7//″ノ ノ //
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遺物番号
法量 (cIE

平 面 形 断 面 形 堆 積 土 備 考
長  軸 短 軸 深  さ

SP-1 逆 凸 形
にぶい黄褐色砂混質土・ 黒褐色粘
土質土

西部は調査区外に至る。

SP-2 円  形 逆 台 形 褐色砂混粘質土・ 暗オ リ
ーブ褐色

粘質土
柱痕跡 1有り。

SP-3 480 隅丸方形 皿 状 形 灰黄褐色砂礫混粘質土
・灰色砂混

粘質土
SP-17に切られる。柱痕跡 1有
り。

SP一 | 隅丸方形 逆 凸 形
暗オ リープ褐色粘質土 (礫を若干
含む)・ にぶい黄褐色砂まじり 。
黒褐色粘質土

SP-25に切 られ、 SP-26を切
る。柱痕跡 2有 り。

SP-5 惰 円 形 逆 台 形

にぶい黄褐色粘質土 (細かい礫ま
じり)。 黒褐色粘質土・暗褐色粘
質土・灰黄褐色粘質土・黒褐色粘
質土

SP-2を 切 る。

SP-6 皿 状 形
黒褐色粘質土 北部は調査区外に至る。

SP-7 円  形 椀 状 形 黒褐色粘質土

SP-8 円  形 椀 状 形 黄褐色砂混粘質土

SP-9 円  形 椀 状 形 明黄褐色砂混粘質土・黄褐色砂混
粘質土

SP-10 楕 円 形 椀 状 形
明黄褐色砂混粘質土・灰黄褐色砂
混粘質土

SP-11 隅丸方形 逆 凸 形
にぶい責褐色砂礫混粘質土・ 暗オ
リーブ褐色粘質土

柱痕隊 1有り。

SP-12 円  形 逆 凸 形 にぶい黄褐色砂礫混粘質土
。暗褐

色粘質土 (礫まじり)

SP-13 円  形 椀 状 形 暗褐色粘質土 SP-32を 切 る。

SP-14 260 逆 凸 形
オリーブ褐色粘質土・ 暗褐色粘質
土

SP-23を切り、西部は調査区外
に至る。

SP-15 逆 凸 形
灰褐色砂混粘質土・ オリーブ掲色
粘質土

SP-16を切 り、西部は調査区外
に至る。

SP-16 逆 凸 形
黄褐色砂礫混粘質土 。褐色砂礫混
粘質土・ 灰黄褐色砂混粘質土・ 明
黄褐色砂混粘質土

SP-15を切 られ、西部は調査区
外に至る。

SP-17 椀 状 形 岳賽枯雹縁鳥慾督呈中橿炭色岳痘
粘質土・灰黄褐色砂混粘質土

SP-3を 切る。

SP-18 不 定 形 逆 凸 形
暗褐色粘砂土 。暗褐色粘質土 SP-19を切り、西部は調査区外

に至る。

SP-19 楕 円 形 逆 凸 形
にない黄褐色砂混粘質土 。暗い褐
色砂混粘質土

SP-19を切 られる。

SP-20 円  形 逆 凸 形 にぶ
い黄褐色砂混粘質土・暗褐色

粘質土

SP-21 逆 凸 形
灰黄褐色砂混粘質土 SP-23を切り、西部は調査区外

に至る。

SP-22 2260 不 定 形

SP-23 不 定 形
SP-21に切 られる。

SP-24 楕 円 形 逆 凸 形
にぶい黄褐色砂礫混粘質土・ にぶ
い黄褐色粘質土

柱痕跡 1有り。

SP-25 円  形 逆 凸 形 に
ぶい黄褐色砂礫潟帖質土・オリー
ブ褐色粘質土

柱痕跡 1有 り。

SP-26 隅丸方形 逆 台 形
灰黄褐色粘質土・ 黒褐色砂混粘質
土・ にぶい黄褐色砂混粘質土

SP-4に 切られる。
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遺物番号
法量 (卿 )

平 面 形 断 面 形 堆 積 土 備 考
長  軸 短  軸 深 さ

SP-27 楕 円 形 逆 凸 形
生
リーブ褐色粘質土・ 黒褐色粘質 柱痕 1有 り。

SP-28 円  形 皿 状 形 にぶい黄褐色粘砂土

SP-29 隅丸方形 皿 状 形 褐色粘砂土 SP-30に 切られる。

SP-30 楕 円 形 皿 状 形 オリーブ褐色粘質土・粘砂土 SP-29を切る。
SP-31 楕 円 形 皿 状 形 にぶい黄褐色粘砂土

SP-32 隅丸方形 椀 状 形 暗褐色粘砂土 SP-13,SP-33に 切 られる。
SP-33 円  形 椀 状 形 暗褐色粘砂土 SP-32を切る。
SP-34 逆 台 形 オ リーブ褐色粘砂土 西部 は調査区外に至 る。

SP-35 隅丸方形 逆 凸 形 掲色粘砂土・黒褐色粘質土 柱痕 1有 り。

SP-36 椀 状 形
醤呈
砂混粘質土・ 灰黄褐色砂混粘 西部は調査区外に至る。

SP-37 隅丸方形 椀 状 形 褐色砂混粘質土

SP-38 楕 円 形 皿 状 形 にぶい黄褐色粘砂土 SP-39に 切 られる。

SP-39 70 不 定 形 皿 状 形 にぶい黄褐色粘砂土 SP-38を切る。

SP-40 不 定 形 逆 凸 形
上
ぶい責褐色粘砂土・ 黒褐色粘質

SP-41 橋 円 形 逆 凸 形
重掃
色粘砂土・黒褐色 (砂混粘質 柱痕 1有 り。

SP-42 隅丸方形 逆 凸 形 暗オ リーブ褐色粘砂土・黒褐色 柱痕 1有 り。

SP-43 皿 状 形
望
褐色粘砂土 。にぶい黄褐色粘質 西部は調査区外に至る。

SP-44 惰 円 形 逆 凸 形
雹撮詈竺

砂土 (礫を含む)・ 暗褐 SP-45を 切 る。

SP-45 320 逆 台 形 暗褐色粘砂土 (礫を含む) SP-44に 切 られる。

SP-46 楕 円 形 逆 凸 形 嘗望字僧層巷ぁ篤薙普三
ブ褐色粘柱痕 1有 り。

SP-47 円   形 逆 台 形 にぶい黄褐色粘質土

SP-48 楕 円 形 皿 状 形 にぶい黄褐色砂礫混粘質土

SP-49 楕 円 形 逆 凸 形 暗灰黄色粘質土 (砂混) SP-50を切る。
SP-50 160 逆 台 形 暗褐色粘質土 SP-49に 切 られる。

SP-51 隅丸方形 皿 状 形 土費渓喜暑阜警写■黒褐色粘砂

SP-52 隅丸方形 逆 凸 形
り感督重

褐色粘質土・掲色礫まじ

SP-53 円  形 逆 台 形 褐色粘砂土

SP-54 円  形 逆 台 形 褐色粘砂土

SP-55 皿 状 形
暗褐色粘質土・黒褐色粘砂土 西部は調査区外に至る。

SP-56 皿 状 形 憲憬鳥警三じり粘質土
・褐色礫ま西部は調査区外に至る。

SP-57 円  形 逆 凸 形 饗重
褐色粘質土 。オリーブ褐色粘

SP-58 隅丸方形 宮爆畳竺暑圭(礫を含む)・黒褐 SK-4を 切 る。

P-59 円  形 皿 状 形 明褐色砂礫混粘質土 SK-4を 切る。
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遺物番号 平 面 形 断 面 形 堆 積 土 備 考
長  軸 短 軸 深  さ

SP-60 120 円  形 椀 状 形 オ リーブ褐粘質土 SK-4を 切る。

SP-61 円  形 椀 状 形 黄褐色砂混粘質土 SK-5を 切る。

SP-62 隅丸方形 llll状 形 にぶい黄褐粘質土 SP-63を切る。

SP-63 600 円  形 逆 台 形 黄褐砂混粘質土・灰黄褐砂礫 SP-62に切 られる。

SP-64 270 隅丸万形 逆 台 形
黄褐粘質土・ 暗オリーブ褐粘質土
(礫を含む)

SP-65 楕 円 形 逆 凸 形 褐粘砂土 。暗褐粘質土 (礫を含む) 柱痕 1有 り。

SP-66 円  形 逆 凸 形 暗
オ リーブ褐粘質土 。オ リーブ褐
砂まじり粘質土

柱痕 1有 り。

SP-67 円  形 逆 凸 形 暗オ リーブ褐粘質土

SP-68

SP-69 不 定 形 逆 凸 形
にぶい責褐粘質土 (細かい礫を含
む),オ リーブ褐粘質土

SP-70 楕 円 形 逆 台 形
灰黄掲粘質土 (礫を多 く含む)
暗褐粘質土

SP-82を切り、SP-72に切ら
れる

SP-71 楕 円 形 逆 凸 形
にぶい黄褐粘砂土 (砂混)・ 黒褐
粘質土

SK-6を 切る。

SP-72 70 隅丸方形 皿 状 形
にぶい黄褐粘砂土 SP-70SP-73,SP-82を

切る。

SP-73 隅丸方形 逆 凸 形
にぶい黄褐粘砂土・黒褐粘質土 SP-72に切られ、SP-82を切

る。

SP-74 楕 円 形 IIll状 形 褐粘砂土

SP-75 円  形 椀 状 形 オリーブ褐粘質土

SP-76 円  形 逆 台 形 褐粘砂土 SK-3・ SP-77を切る。

SP-77 逆 台 形
オリーブ褐粘砂土 SK-3を 切り、SP-76に 切ら

れる。

SP-78 円  形 逆 台 形 オリーブ褐粘砂土 SK-3を 切る。

SP-79 隅丸方形 逆 凸 形 暗褐粘質土 (礫を含む)・ オリー SK-3を 切る。柱痕 1有 り。

SP-80 楕 円 形 椀 状 形 暗褐粘質土 SK-3を 切る。

SP-81 570 不 定 形 逆 凸 形
にぶい黄褐粘質土 (礫を含む)
黒褐粘質土

SK-4・ SK-5。 SP-87を
切る。

SP-82 逆 凸 形 褐粘質土・ オ リーブ褐砂混粘質土 SP-73・

SP-83 楕 円 形 逆 台 形
にぶい黄褐粘質土 (礫を含む)
暗褐粘質土

SP-84 620 130 隅丸方形 逆 台 形 オリーブ褐

SP-85 隅丸方形 逆 凸 形
にぶい黄褐粘質土 (礫を含む)
黒褐粘質土・黄褐砂混粘質土

SP-86 逆 台 形 黄褐粘砂土・ 暗オリーブ褐粘質土

SP-87 円  形 逆 台 形
にぶい黄褐粘質土 (礫を含む)
黒褐粘質土

SP-88 楕 円 形 逆 台 形 黄褐砂混粘質土

SP-89 不 定 形 皿 状 形 にぶい女褐粘質土 (礫を含む)

SP-90 円  形 逆 凸 形 に
ぶい黄褐粘質土 。 6砂 を含む)
。暗褐粘質土

SP-91 円  形 逆 凸 形 黒褐粘質上 。暗オリーブ褐

SP-92 円  形 椀 状 形 オリーブ褐粘質土

SP-93 円  形 逆 台 形 暗オリーブ粘質土

SP-94 円  形 椀 状 形 暗オリーブ褐粘質土 。 (砂ましり)
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遺物番号
法量 (cm)

平 面 形 断 面 形 堆 積 土 備 考長 軸 短  軸 深  さ

SP-95 170 円  形 逆 台 形 嗜褐色粘質土 (礫を含む) SK-6を 切る。
SP-96 円  形 椀 状 形 黒褐粘質土
SP-97 310 楕 円 形 逆 台 形 掲粘質土 (礫砂まじり)

SP-98 楕 円 形 椀 状 形 掲色粘質土 (礫を若干含む)

SP-99 円  形 逆 台 形 暗褐粘質土
SP-100 円  形 椀 状 形 にぶい黄褐粘質土 SP-101を 切る。

SP-101
墨農疋
側 ■硯に切 られ鄭 は調

SP-102 隅丸方形 逆 凸 形 答壽糧恕暑圭卜謄名懐娑とぁ艦督貝F珈初り、瑯は調霊
SP-103 逆 台 形 にぶい黄褐粘質土 SP-104に 切られる。
SP-104 不 定 形 皿 状 形 にぶい黄褐粘質土 SP-103を 切る。

SP-105 隅丸方形 逆 台 形
生
リーブ褐粘砂土・黄褐砂混粘質

SP-106 隅丸方形 逆 台 形
オリーブ褐粘砂土 (礫を若干含む)

SP-107 楕 円 形 逆 台 形 にぶい黄褐粘砂土

SP-108 隅丸方形 逆 台 形 暗褐粘質土 (礫を含む) SP-69に 切られる。
SP-lo9 楕 円 形 逆 台 形 にぶい黄褐粘砂土

SP― ■o 楕 円 形 逆 台 形 暗褐粘質土 SP-111を 切る。
SP-111 180 逆 台 形 オリーブ褐粘質土 (礫を多く含む) SP-110に 切 られる。
SP-112 桁 円 形 逆 台 形 オリーブ褐粘質土 (礫を多く含む)

SP― ■3 円  形 椀 状 形
望
黄褐砂混粘質土・黄褐砂混粘質 SP-96に切 られる。

SP-114 逆 台 形
盟
黄褐砂混粘質土・ 黄褐砂混粘質 中世以降の落込みで切られる。

SP― H5 210 桁 円 形 逆 台 形

SP― ■6 隅丸方形 逆 台 形 夢帽雑瞥圭(礫を含む)・暗オリ
ー SP-84に切 られる。

SP-117 円  形 逆 台 形 羅係中写歩浩薙普三
ブ褐粘質土

SP一 H8 円   彬 逆 台 形 明黄色褐砂混粘質土 中世以降の落込みで切られる。

SP-119 円  形 逆 台 形 黒褐粘質土
SP-120 円  形 逆 台 形 オリーブ褐粘質土 SP-122に切られる。

SP-121 円  形 逆 台 形
望↑諫丁F揚糟辱善主

暗灰黄粘質 農尿「
聰こ切られ、瑯は調査

SP-122 隅丸方形 逆 凸 形 橿花嘗三F醤僧尋蒼雪肇守豊名念昌邑魔
知・i24倒り、郡醐

SP-123 楕 円 形 逆 台 形 にぶい黄褐粘質土 (礫を含む)

SP-124 120 円  形 逆 台 形 オリーブ褐粘質土
SP― J25 円  形 逆 台 形 黄褐砂礫混粘質土 中世以降の落込みで切 られる。

SP-126 隅丸方形 逆 台 形
醤整
混粘質土・ にぶい黄褐砂混粘

SP-127 円  形 逆 台 形 謬薦幅警肇跳雖止熱墳掲東部は調査区外。
SP-128 円  形 逆 台 形 黒褐礫質土

SP-129 円  形 椀 状 形 暗褐粘質土 (礫を含む)

SP-130 円  形 逆 台 形 箪糧懐驀善上細
風ヽ礫を含む)

-91-



遺物番号 平 面 形 断 面 形 堆 積 土 備 考
長 軸 短 軸 深  さ

SP-131 円  形 逆 台 形 暗オ リープ褐粘質土・ 黒褐砂土

SP-132 逆 台 形 褐砂混粘質土・ 灰黄褐砂礫 南部は調査区外。

SP-133 600 330 惰 円 形 逆 凸 形 懐塚暮尋キ:曇糧恕暑圭〔みまど
り)

SB-5

SP-134 460 220 円  形 逆 台 形 褐粘質土
・ 暗褐粘質土 (礫をわず

かに含む)
SB-5

SP-135 円  形 逆 台 形 にぶい黄褐砂混粘質土 SB-5

SP-136 340 暗褐砂混粘質土・ 暗オ リーブ褐粘
質土

東部は調査区外。 SB-5

SP-137 円  形 逆 台 形 に
ぶい黄褐色砂質土・ 灰責褐砂混
粘質土

SB-5

SP-138 400 円  形 椀 状 形 灰責褐砂礫粘質土 SB-5

「
｀
、ヾ
1ヽ

、
｀

第25図 小穴内出土遺物実測図

0                10Cm、ヽ、こことこ
==」
!_』□雪HIII10
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Ⅳ 東郷遺跡第33次調査

鎌倉時代

溝 (SD)

SD-1

調査区中央で検出した溝状の遺構である。方向は東―西方向で、幅約 5mを測る。東壁付近

では北方へ伸びる。切り込み面は第 4層上面で、最深部では第 7層まで切り込んでおり、弥生

時代後期の遺構面を削平 している。当調査地の北部で実施 している第 1次調査 (TG80-1)・

第13次調査 (TG82-13)な どの調査でもよくにた遺構が確認されている。

江戸時代

落込み状遺構 (SO)

SO-1

調査区南部で検出した。第 3層上面から第 8層まで切り込んでいる落ち込み状遺構である。

北肩は東西方向に伸びるが、南肩は調査区外に至り、不明である。この落ち込み状遺構は古地

図からみると条里遺構に関連する区画溝ではないと予想される。

遺構に伴わない出土遺物

基本層序の第 2層 。第 3層・第 4層から古墳時代から鎌倉時代の遺物が出土 している。遺物

はコンテナ箱にして約 9箱分出土 したがほとんど細片化したものであった。その大半は中世の

整地層である第 4層内から出上した遺物である。

以下、図化できたものについて記す。第 4層から出土したものは奈良時代に比定される土師

器の杯 (81)・ 甕 (82～ 84)・ 鉢 (35・ 86)・ 羽釜 (87・ 98)で ある。第 3層から出土 したもの

は平安時代後期に比定される土師器の中皿 (89・ 90)・ 羽釜 (91)、 古墳時代後期に比定される

須恵器の杯身 (～ 93)である。第 2層から出土 したものは平安時代後期に比定される中皿 ①の、

古墳時代後期の土師器の鉢 (96)、 須恵器の杯身 (97)。 小型壺 (95)。 器台 (96)である。

―-98-―
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第 3層

( 所1戸 )∞

0

第26図 遺構に伴わない出土遺物実測図

-94-



Ⅳ 東郷遺跡第33次調査
4)出土遺物観察表

SW-1
自物番拝

雪版番提

器  種
遺構番号

醒
縞
選
ｍ

調 整 ・ 技 法 等 の 特 徴 色   調 胎   土 焼 成 備   考

1

弥生土器
日径 民経茅姿甲晟き羞

デ・ヘラミガキ、 にな い橙色

を督慧憑?宵鵠番昇
良好

2 同上 口径 日縁部内外面摩耗のため調整不明 橙色 3 mm以下の砂粒 (長
石・ 角閃石・雲母)
を含む

良好

3 同 ト 回径   136 回縁部内外面摩耗のため調整不明 にぶ い橙色 7 mm以 下の砂粒 (長

恵各愚
閃石。雲母)

良

4 同 L 日径   162
盟 甲

ヨコガ・ハケナデQあ初 、 外 にぶい褐色
～灰褐色
内 橙色 :暮ζ誦岩?醤香掃

良

5 同
=
体部径  182

底径   48 僣盛建省
層崇ず多F関譜全銚信予字を全灰娼査i(糧色為甲封謁岩?≧番昇を含む

良

6 争付無頚百
〔弥生土器:

底径  128 留第鷲P偽目尾テ券Fュ旨畿謎袋面
ヘラ外 にぶい褐色
～灰褐色
内 にぶい橙色

6 mm以 下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を含む

良好

甕
弥生土器

口径 日縁部内外面 ヨコナデ

後褐麿黄橙色～
内 淡橙色

5 mm以下の砂粒を含
む

良好

8 団 L □径 早写馨容捨甲民喬す雰ヽ体部外面タタ全灰褐色掲`色
内 にぶい橙色 を督摯謁岩?峯香弄

良好

9 同 ■ 回径 口縁部内外面ナデ、外面に接合痕有 り 外 茶褐色
内 橙色

長
＞
く
母
粒
雲
砂

・

の
石
下
閑
以
角
む

ｍｍ
。
含

３
石
を

良

同上 日径  220 内絡巽りで甲卒タキ後
ヘラミガキ、 外 にぶい褐色

内 にぶい橙色
7 mm以下の砂粒 (長
石・ 角閃石・雲母 )
を含む

良好

11

図版 七

高杯 底径   46 管夢勢甲療誉農牛僧霞驚覆明、内面
ヘ
偽 重恵琶色を営と高岩?攀番長

良

12 同 と 底径   42 底部外面ナデ・ 指頭圧痕、内面ヘラナ そ黒褐色
褐`色

内 にぶい褐色
を呼弩誦ぞ?望番昇
を含む

良 好

13 同 上 底径   52 底部外面 タタキ 。しばり日、内面ヘラ
ナデ

外 にぶい橙色
内 にぶい褐色

長
う
く
母
粒
雲
砂

・

の
布
下
閑
以
角
む

ｍｍ
・
含

４
石
を

痕

同上 底径   48 底部外面摩耗のため調整不明、内面ナ 外 にぶい橙色
～にぶい赤褐色
内 灰黄褐色

4 mm以下の砂粒 (長

憲各愚
閃石・雲母)

良好

15

図版七

器台
弥生土器

口径

勇解甥聾央撃日(4tア
にぶい橙色

を普竺謁客?≧さ昇
艮

16

図版七

鉢
弥生土器

口径   320

員§ヨ全
屎爺ゑ吾屋逹双六ξ歓翁軽ス窮外 淡橙色～にぶい黄橙色

内 淡黄橙色

長
♭
ぐ
母
粒
雲
砂

・

の
石
下
閃
以
角
む

ｍｍ
・
含

３
石
を

良好

17 同上 底径 底部外面ナデ、内面ヘラミガキ 橙

色

黄

橙

い
色
い

ぶ
灰
ぶ

に
褐
に
”

外
色
内

3 mm以下の砂粒 (長

客箕″懇g心雲母
・ 良好

18

図版七

同上 径
高
径

回
器
底 甚曇積a怠冒三驀g三ぇ檀選串織界吾金色 

橙褐色～
内 明橙赤褐色

4Ш以下の砂粒 (長
石・ 角閃石・雲母 )
を多量に含む

良

同上 回径 142 屎祭舜舎興屏デ奏夏10案房盆デ内呂ナ織に武鴫色
2 mm以下の砂粒 (長
石・ 角閃石・雲母 )
を含む

良好

20

図版七

同上 回径 内緒斐り少雰
ヨコナデ、体部外面ナデ、

色～浜倉桂
黄褐

内 褐灰色～黒
褐色

4 mm以下の砂粒 (長
石・ 角閃石・雲母 。

石英)を含む

良好
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自物番兵

�版番兵

器  種
遺構番号

吉回
径

器

日
緩
ω

調 整 ・ 技 法 等 の 特 徴 色  調 胎  土 発  赫 備   考

鉢
弥生土器

底径   42 底部内外面ナデ 外 にぶい橙色
内 にぶい褐色

2 mm以下の砂粒 (長
石・ 角関石・雲母 )
を含む

良

同上 底径   50 底部外面指頭圧痕有 り、内面摩耗のた
め調整不明

にぶい褐色 2 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・ 雲母)
を含む

良

有孔鉢
弥生土器

回径  144 内暑薄突な要昇
コナデ、体部外面ナス 褐

　
黒

黄

　

”

い
色
色

ぶ
褐
褐

に
灰
黒
”
　

色

外
色
内
褐

4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母 )
を含む

良好

24

図版七

高杯
弥生土器

径
高
回
器

日縁部内外面 ヨコナデ、体部外面ヘラ
ミガキ、内面ヘラナデ後ハケナデ(10
本/cn)脚部内外面指頭圧痕

外 明赤褐色～
にぶい褐色
内 明茶褐色

3 mm以下の砂粒 (角
閑石・雲母)を含む

良

同上 回径  140
器高   126
底径  118

回縁部内外面 ヨコナデ、体部外面ヘラ
ミガキ、内面ナデ、脚部外面ヘラミガ
キ後ナデ、四方孔有 り

外 にぶい橙色

馬
に選奮1:色

5 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・ 雲母)
を含む

良

同上 回径  228 摩耗のため調整不明 外 淡黄橙色
内 淡橙色

5 mm以下の砂粒 (長
石 。角閃石・雲母)
を含む

良

同上 回径  242 口縁部内外面ナデ 外 にぶい黄橙
色～褐灰色
内 にぶい橙色

4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石 。雲母)
を含む

良

同上 回径  241 口縁部外面ヘラミガキ、内面ナデ 外 にぶい橙色
内 にぶい黄褐
色

3 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母 )
を含む

良好

同上 口径  276 回縁部外面摩耗のため調整不明、内面ヘラミガキ
淡橙色 3 mm以下の砂粒 (長

石・角閃石・ 雲母)
を含む

良好

同土 回径  278 回縁部外内面 ヨコナデ 橙
　
に

黄

　

”

い
　
色
色

ぶ
色
褐
橙

に
橙
黒
黄

”　
　
い

外
色
内
ぶ

2 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母 )
を含む

良好

31

図版七

同上 回径 体祭識介軍父5ミ雰車ヽ内面
ナデ、 にぶい橙色 2 mm以下の砂粒 (角

閃石・ 雲母)を含む
良

同上 口径 脚部外面ヘラミガキ、内面ナデ、四方
孔有 り

外 にぶい橙色
内 にぶい橙色
～にぶい褐色

2 mI以下の砂粒 (長
石・角閃石・ 雲母 )
を含む

良好

同上 底径 脚部外面ヘラミガキ、内面ハケナデ、
(10本/cm)、 四方孔有 り

外 にぶい黄橙
色
内 にぶい橙色

母)を蕃3砂粒(雲 良好

同上 底径 脚部外面ヘラミガキ、内面ハケナデ、
(8本 /cl l)、 四方孔有 り

外 にぶい橙色
内 にぶい橙色
～にぶい赤褐色

4 mm以下の砂粒 (長
石・ 角閃石 。雲母)
を含む

良好

同上 回径  190 脚部外面ヘラミガキ、内面ナデ、四方
孔有り

外 にぶい淡橙
色～褐色
内 にぶい淡橙

5 mm以下の砂粒 (角
閃石・ 角閃暦 。雲動
を含む

良好

同上 回径 脚部外面ナデ後ヘラミガキ、内面ナデ
後ハケナデ (9本/cm)

外 淡橙色
内 にぶい橙色
～明褐灰色

4 mm以下の砂粒 (石
英・ 雲母)を含む

良好

37

図版七

同上 底径   124 部

コ

脚

ヨ
ア^
デ
ナ
ナ
リ

面
面
有

内
内
孔

ヽ

方ヽ

キ
デ
三

ガ
ナ

ヽ

ミ
３

痕

ラ
ヨ
圧

へ
・
頭

面
デ
指

外
ナ

・

部
面
デ

体
外
ナ

にぶい橙色～に
ぶい褐色

4m以下の砂粒 (角
閃石・雲母)を含む

良好
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Ⅳ 東郷遺跡第33次調査
土拡

重物香売

�版番禿
器  種 退
⑪
器高

回径
形 態 。 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎   土 売  D 備   考

(土師器)
口径 伊夢咎理合最1摺畠近農F権昴出昌六

ケナデ

外 橙色
内 明橙色

l mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を含む

長

同上 回径 回縁部外面 ヨコナデ後ヘラミガキ、内
面 ヨコナデ

外 黄橙茶褐色
内 黄橙灰褐色

3 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を含む

良

同上 回径 口縁部内外面ナデ 外 橙色
内 にぶい橙色
～にぶい褐色

3 mm以下の砂粒 (雲
母・ 角閃石)を含む

良

41

図版八

同上 口径  219
33 書啓会目甍墨泉弱:夫暑

字勢争藉霞裂外色
内

橙色～淡橙

にぶい黄橙

4画以下の砂粒 (長石・
雲母・チャー ト・ 赤
掲色酸化粒)を含む

良 黒斑有 り

42 甕
(土師器 )

回径
身縁計
外面ナデ、内面ハケナデ (8本 外 にぶい橙色

～灰白色
内 にぶい橙色

3 mm以下の砂粒 (長
石・ 角閃石・雲母)
を含む

良

同上 □径 日縁部内外面 ヨコナデ、体部外面ハケ
ナデ、内面ヘラナデ

黒褐色～淡灰黄構

掲灰色～灰黄白色

4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・ 雲母・
石英)を多量に含む

良

44

図版八

同上 回径  126
150
162
早綴巽宇争写罠品柔万温賓君傘冒丈ζ
ケズリ

合i黎院
色

4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母・
石英)を多量に含む

良

同上 底径 130 ヌ景斐守粂房品民綸期 ケ`外 にぶい橙色内 にぶい橙色
～淡橙色

2 mm以下の砂粒 (長
石・ 角閃石・雲母)
を含む

良

同上 底径   128 外緒普む口平占吾＼9ワ奏〒ヽ体部外 淡橙色～赤茶褐色
内 淡橙色

2 mm以下の砂粒 (石
英 。角閃石・ 雲母)
を含む

良

47

図版八

同上 底径
内絡巽つ分雰 〒

コナデ、体部外面ナ八 外 浅茶橙色～
灰色
内 灰白色

3 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・ 雲母)
を少量に含む

良

同上 日径

巽髯襦浄毬影翼46楽
外 によい桂色～灰茶
掲色
内 灰資色～淡茶灰色

8 mm以下の砂粒 (長

憲各魯閃石・雲母)
良

同上 回径

ラξ髯梶:鶴紫なイ翼16案
によい橙色～褐灰

淡種色～淡茶灰色

9 mm以下の砂粒 (長
石・ 石英・雲母)を
含む

良

50

図版八

同上 回径 口縁部外面ハケナデ (6本 /crF)、 内

垢長綸す羅押
ハケガ
“
本毯芭褐灰色
～によい貢

内 にぶい淡黄橙色

6 mm以下の砂粒 (長
石・石英・ 雲母)を
含む ,

良

51

図版八

型ヽ丸底g

(上師器)
回径  Hl

58
回縁部内外面ヘラミガキ、体部外面ヘ

ラミガキ 。ヘラケズリ、内面箆工具痕
外 橙色～黒褐色
内 明橙色～にぶ
い赤褐色

l mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を含む

良

52

図版八

同上 回径 昌矮茉窮全屎象衡書今雰は摩耗
のため外 橙色～灰茶褐色

内 明橙色～によい
赤褐色

粒
雲

の石．角閃石．れ
２５
候
動

良

高杯
(土師器)

日径  164 回縁部内外面摩耗のため調整不明 外 橙色
内 淡黄橙色

2 mln以下の砂粒 (雲
母)を含む

良

有孔鉢
(土師器 )

回径   52 底部外面 タタキ、内面ナデ 色
色
色

橙
褐
橙

い
赤

い

ぶ
い
ぶ

に
ぶ
に

外

”
内

4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・ 雲母)
を多量に含む

良

墾
弥生土器

日径

丹暑髯含F斡夢軍展ズ手亨季、外 にぶい責糟色～灰茶白色
内 淡黄橙色

2 mm以下の砂粒 (長
石・ 角閃石・ 雲母)
を含む

良好
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SE-1

自物番召
目版番弓

器  種 (cl)□径法量 器高 形 態 ・ 調 整 等
の 特 徴 色  調 胎  土 尭  成 備   考

杯
(土師器)

径
高
口
器

口縁部内外面 ヨコナデ、体部外面ナデ、
内面ナデ

外 にぶい黄橙
色～褐灰色
内 黒～黒褐色

l mm以下の砂粒を含
む

良

57 同上 回径 口縁部外面摩耗のため調整不明、内面
ナデ、体部内面ナデ

外 にぶい黄橙
色～灰褐色
内 黒褐色

4 mm以下の砂粒を含
む

良

甕
(土師器)

日径 回縁部内外面 ヨコナデ、体部内面に指
頭圧痕

外 明褐灰色
内 明褐灰色～
褐灰色

2 mm以下の砂粒を含
む

良

同上 口径  200 口縁部内外面 ヨコナデ、体部外面指頭
圧痕、内面ナデ・ 指頭圧痕

外 灰黄褐色～
橙色
内 明褐灰色～
淡橙色

4 mm以下の砂粒を含
む

良

同上 口径  258 回縁部内外面ナデ、体部外面ヘラナデ、
内面ヘラナデ

にぶい橙色 2 mm以下の砂粒を含
む

良

61

凝珊
口径  228 外面ナデ・ 接合痕、内面指頭圧痕 色

色
褐

橙
褐
赤

い
赤
い

ぶ
い
ぶ
色

に
ぶ
に
褐

に
　
”

外

”
内
色

3 mm以下の砂粒を多
量に含む

良

同上 回径   246 口縁部外面 ヨコナデ、内面ナデ、体部
外面 ヨコナデ、内面ヘラナデ

外 橙色～にぶ

内 揖長い橙色
～褐色

3 mI以下の砂粒を含
む

良

同上 日径  240 外面ナデ、内面摩耗のため調整不明 外 にぶい橙色
～灰褐色
内 にぶい褐色
～黒褐色

4 mm以下の砂粒を含
む

良

同上 鍔径  228 体部外面ヨコナデ、内面ナデ 外 明赤褐色
内 橙色

3 mm以下の砂粒を含
む

良

同 上 鍔径  288 体部外面ヨコナデ、内面ナデ 橙色～明赤褐色 3 mm以下の砂粒を含
む

良

同上 鍔径   294 体部外面 ヨコナデ、内面ナデ 外 橙色～褐色
内 にぶい橙色

2m以下の砂粒を含
む

良

杯
(土師器)

口径   164 内外面回転ナデ 灰白色 精良 良

68

図版八

鉢
(須恵器)

径
高
径

口
器
底

内外面回転ナデ、底部糸切 り痕 に
　
一

”
　

色

色
色
褐

白
橙
黄

灰
黄
灰
い
　
色

外
ぶ
内
灰

精良 良好

杯身
(須恵器)

底径   92 窯織吾冠量讐夏滋晏茉睛年箸5台
・底白灰色 精良 良好 黒斑有 り

鉢
(須恵器)

底径   84 内外面回転ナデ、内面に静止ナデ 白灰色 精良 良好

小型壷
(須恵器 )

底径   44 内外面回転ナデ、体部外面回転ヘラケ
ズ
',

白灰色 精良 良好

壷
(須恵器)

口径   68 内外面回転ナデ 外 赤灰色～明
褐灰色
内 赤灰色

l mm以下の砂粒をご
く少量含む

良好

同上 口径 内外面回転ナデ 白灰色 精良 良好

同上 回径  236 日縁部内外面回転ナデ、体部外面回転
かき日、内面同心円タタキ

白灰色 精良 良好

同上 日径  270 内外面回転ナデ 外 灰色～晴灰
色
内 淡灰色

精良 良好
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Ⅳ 東郷遺跡第33次調査4)出土遺物観察表
番
番
物
版
自
目 器  種 (cm)

法量
径
高
回
器 形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色   調 胎   土 尭  げ 備  考

小型鉢
(上師器)

径
高
日
器

外面 ヨコナデ、内面 ヨコナデ・ ナデ 橙色 】mm以下の砂粒を含
む

良

甕
(土師器)

日径   266
昼§惑含写屏昇奏

f＼ 9留券ヱミ陥 含 焦遣樫毒信
ぶい黄褐色

4 mm以下の砂粒を含
む

良

羽釜
(土師器)

努径 娑干俗霰星晨ナデ、内面ナデ・
ヘラナ
廷褐色
いゞ橙色

内 にぶい褐色

3 mm以下の砂粒を含
む

良

杯身
(須恵器)

底径   64 内外面回転ナデ、裾部回転ヘラケズリ 灰白色 精良 良好

杯
(土師器)

回径 内外面 ヨコナデ 橙色 i mШ以下の砂粒を含
む

良

甕
(上師器)

日径   158 内外面 ヨコナデ 橙色 l mm以下の砂粒を含
む

良

同上 回径 里縁部内外面
ヨコナデ、体部内外面ナ 外 淡橙色

内 橙色
4 mm以下の砂粒を合
む

良

同 と 回径  352 口縁部内外面 ヨコナデ、外面ハケナデ、 にぶい橙色 2 mm以下の砂粒を含
む

良

鉢
(土師器)

□径  396 内絡巽り徘要
ヨコナデ、体部外面ナス 橙色 みmm以下の砂粒を含 良

同上 回径

雫粋鰤A務沌寒房
橙色

量含愁
下の砂粒を少 良

羽釜
(土師器)

鍔径218 体部外面ナデ 外 橙色
内 明赤褐色

3 mm以下の砂粒を含
む

良

羽釜
(土師器)

鍔径
笙碧
内外面ナデ、内面ハケナデ 端 頭 鳴ぶい赤褐色 心

mm以下の砂粒を含 良

皿
(土師器 )

回径   153 里縁部内外面ヨコナデ、底部内外面ナ 橙色 2 mm以下の砂粒を含
む

良

同上 回径 圧覆評肉咎要昇
コナデ、底部外面指頭にぶい橙色 l mm以下の砂粒を含

む
良好

91 羽釜
(土師器)

鍔径  320 体部内外面ナデ 外 橙色
内 明赤褐色

2 mm以下の砂粒を含
む

良好

杯身
(須恵器)

口径 116 内外面回転ナデ

織 糟戻奮色 精良 良好

同 と 回径   139
器高   38

内外面回転ナデ 灰白色 精良 良好

同 と 日径   104
器高   42

内外面回転ナデ 灰白色 精良 良好

皿
(土師器)

回径
F修干肉豊屠最屋農デヽ底部外面

ヨコにぶい橙色
3mm以
下の砂粒を含 良好 黒斑有り

椀
(土師器)

口径 昇纂ヂ肉咎更景ミ券零ヽ体部外面ヨコ橙 色 2 mm以下の砂粒を含
む

良好

皿
(須恵器)

日径   156
器高   36

内外面回転ナデ 灰白色 精良 良好

同上 底径   35 内外面回転ナデ反転 灰白色 精良 良好

同上 口径 内外面回転ナデ・外面に波状文 灰 色 精良 良好
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3。 まとめ

今回の調査地は東郷遺跡推定範囲の東部に位置する。隣接する既往調査では当調査地と同様、

弥生時代後期～江戸時代に至る遺構・遺物が検出されている。以下、調査の成果について各時

代こどに記す。

弥生時代後期

調査区で確認された基本層序第 6層がこの時期の包含層にあたる。調査区内では土器の集積

が見られただけで、集落遺構は検出できなかったが、当調査区の北部 (約 150m)に 位置する

第13次 (昭和56年度市教委)調査 。第23次 (TG88-23)調査でも検出しており、広範囲に存

在 していることんゞ明らかになった。

古墳時代前期 (布留式古相)

第 6層上面 (標高6.9m)か ら切り込む土坑 7基 (SK-1～ SK-7)を 検出している。

この時期の遺構としては隣接する第 7次 (市教委)調査・第22次 (TG87-22)・ 第23次 (TG

88-23)調査でも検出しており、その広がりが確認された。

奈良時代～平安時代前期

当調査区の北東部 (約150m)に位置する第 1次 (市教委)調査では柱穴・井戸の集落遺構

が検出されている。さらに当調査地の東部約100mの 所で八尾市教育委員会が平成 3年度に実

施 した遺構確認調査で寺院関連の遺物 (瓦等)が多量に出土している。今回の調査地では寺院

に関連する瓦片は出土 しなかったが、調査区内に多数の柱穴が密集 して検出しており、その寺

院関連の建物ないしはその周囲に居住 していた建物群ではないかと想定される。

平安時代末～鎌倉時代

既往調査の結果から当調査地周辺では、この時期に大規模な開発により整地された層が確認

されている。今回の調査地でも同様の土層が確認できた。

以上、今回の発掘調査の成果である。調査区では各時代の遺構が高密度に重複 しており、今

後、周辺で調査を実施に際して、充分注意をしなければならないであろう。
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